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日 本 内 地 産 爬蟲 類 ノ腦 髄 ノ 比 較 研 究

(第1報)

爬蟲 類 ノ 延 髄 ニ 就 テ

岡山醫 科大學解剖學教室(主 任八木田教授)

横 山 光 永

[昭和9年2月26日 受稿]

Aus dem Anatomischen Institut der Oknyama medizinischen Fakultat

(Vorstand: prof. Dr. K. Yagita).

uher das Gehirn einiger einheimischen Reptilien.

(I. Mitteilung.)

Medulla oblongata der Schildkrote, Schlange und Eidechse.

Von

Mitsuhisa Yokoyama.

Eingegungen am 16. Februar 1934.

   Aus der Medulla oblongata der genannten Reptilienarten hat Verf. zahlreiche
luckenlose Schnittserien angefertigt und an der Hand der Weigert'schen Markscheiden-

farbung untersucht. Unter den Resultaten, zu denen er gelangt, sind die Folgenden

besonders ausfuhrlich zu berichten.

1) Das Gehirn ist bei der Eidechse verhaltnismassig am grossten, und ihr Gewicht

macht 1.1705% des gesammten Korpergewichtes aus, wahrend das erstere bei der

Schlange zum letzteren wie 0.1354 zu 100, und sogar bei der Schildkrote nur wie 0.0550%

zu 100 sich verhalt.

2) Die Medulla oblongata tritt bei der Eidechse besonders stark, beider Schlange

etwas weniger stark gekrummt und bei der Schildkrote sogar fast geradlinig gestreckt

zutage, so dass der zwischen der Medulla oblongata und dem Ruckenmark entstehende
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Winkel bei der Eidechse am kleinsten (112) boi der schlange etwas grosser (135) und
bei der Schildrote am grossten (152) ist.

3) Bei der Eidechse schlagt sich das Kleinhirn von seinem dorsalen Rand am so

stark nach oben hin um, dass es gegrn die anderen Hirnteile vertikal sich lagert,
wahrend wir bei Schlange und Schildkrote eine in horizontaler Richtung ausgebreitete

Kleinhirnplatte vor uns habeh.
4) Am kaudalen Abschllitte der Oblongata dringen die Hinterstrange zwar bei

der Eidechse zwischen die beiderseitigen Hinterhorner stark hinein, aber das Hinein-

dringen ist bei den anderen Arten, besonders der Schildlkrote viel weniger stark, und bei
Agkistrodon blomhoffi (einer Art giftiger Schlange) sogar kaum sichtbar.

5) Der Hypoglossuskern wird bei Schlangel und Eidechse, im Gegeusatz zur

Schildkrote, wo er schwer erkennbar ist, als eine wohl begrenzte Zellgruppe angetroffen.
Die Zellgruppe findet sich bei der Schlange entfernt vom zentralen Hohlengrau ventro-
laterl und erstreckt, sich weiter proximal, als bei der Eidechse, wo sie medial am

dorsalen Ende des Vorderhornes seine Lage hat.

6) Die sensiblen und motorischen Wurzeln des Glossopharyngeus liegen zwar bei

der Schildkrote in einem und demselben Niveau, die ersteren sind aber bei Eidechse

und Schlange etwas kaudaler, als die letzteren, zu finden. Das Akustikut areal tritt bei

der Eidechse besonders stark entwickelt zutage, wahrend es bei der Schlange in der

Entwickelung verhaltnismassig zurucktritt.

7) Was nun den Facialis anbetrifft, so findet sich die sensible Wurzel bei Schlange

und Eidechse ca. 0.12 bis 0.15mm kaudaler, als die motorische, wahrend die beiden

Wurzeln bei der Schildkrote in einem und demselben Niveau angetroffen werden. Der

motorische Kern des Facialis zeigt sich bei Schlange und Eidechse wohl als eigener

Kern heransdifferenziert, was bei der Schildkrote nicht der Fall ist, wo der dorsale und

ventrale Facialiskern miteiander zusammenhangen, und zwar der dorsale einen oralen

Abschnitt der gemeinsamen motorischeh Kernsaule des XI., X., IX. und VII. Nerven

ausmacht.

    8) Der Abducens zeigt sich an der Schildkrote etwas anders gestaltet als an

Schlange und Eidechse, da sein Kern und seine Wurzel (dort viel kaudaler als der

FacialiS anzutreffen sind.

    9) Der Trigeminus entwickelt sich bei der Schlange am starksten, bei der Eideche

etwas schwacher und bei der Schildkrote tritt er sogar in der Entwickgelung stark

zuruck. Der motorische Kern findet sich bei ber Schildkrote ganz nahe dem zentralen

Hohlangrau, wahrend er bei der Eidechse ein wenig, bei der Schlange betrachtlich

entfernt davon in der Formatio reticularis anzutreffen ist. (Kurze Inhaltsangabe.)
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前 言

 余 ハ本邦 内 地産 爬蟲 類 ノ2, 3ニ 就 キ其 ノ腦

髄 ノ構造 ヲ研 究 セ リ.

 各種 動 物 ノ臓 器 殊 ニ脳 髄 ノ比較 解 剖學 的研

究 ハ人腦 ノ研 究 ニ資 ス ル ノ ミナ ラズ,一 般 ニ

精 神神 經 學上ノ發 達 ニ必須 ナル事 ハ今更 論議

ノ餘地 ナ キモ ノナ リ.

 然 ル ニ我本 邦産 爬蟲 類 ノ腦髄ニ 就 キテ比較

解 剖 學的 研 究 ヲナ セシモ ノハ余 ノ寡 聞未 ダ之

ヲ聞 カズ.是 レ余 ノ淺學 ヲ顧 ミズ之 ガ研 究 ニ

着 手 セ シ所 以 ナ リ.

 余 ノ研 究徑 路 ト成績 トラ記 述 スルニ先立 チ

從 來 ノ文獻 ヲ渉 猟 シテ其 ノ大要ヲ述ベント 欲

ス レ ドモ,本 研 究 ノ性質 タル 或 一難 問 ニ就 キ

テ論議 スル ニ ア ラズ,寧 ロ系統 的研 究記述 ニ

屬 スル テ以 テ,余 ノ研 究成績ト 比 較 スル ニ便

セ ンガ爲 メ些 カ繁ニ 亙 ル嫌 ヒナ シ トセザル モ

從 來爾 他 ノ爬蟲 類 ニ就 キテ研 究報 告セラレ タ

ル全 般 ヲ,抜 粋 式 ニ羅 列 セ ン ト欲 ス.

 尚 ホ且脳 全 般ニ 亙 ル繁 ヲ避 ケ テ部 分 的 ニ之

ヲ記 述 シ延髄 ヨ リ始 メテ順 次前 脳 ニ及 バ ン ト

ス.

I 爬蟲 類 ノ延 髄

第1章 緒 言

 腦 中樞 ヲ其 ノ發 達 史上 ヨリ考 察 シテ,下 等

脊 椎動 物(Petromyzon「 や つ め うな ぎ」 ヨ リ

最 高等動 物(人 類)ニ 至 ル迄 略 ボ共通 的 ニ具有

セ ル部 分 ト其 ノ智 的機 能 ノ發達ニ伴 ヒ,極 小

元基 ヨリ極 大發 達(人 類)ニ 至 ル部 分 トノ2ツ

ニ分 ツ事 ヲ得.

 Edinger氏 ハ前 者 ヲPalaencepholon舊 腦

ト云 ヒ,後 者 ヲNeencephalon新 腦 ト云 ヘ リ.

後者即 チNeencephalonハ 比 較 的高等 ニ屬 ス

ル脊 椎動 物ニ ノ ミ存 スル モノ ニ シテ.身體 ノ

大 サ トハ全 ク無關係 ナ リ トス.例 之 バ 「巨大

とか げ 」Riesensaurierノ 如 キハ 身 長 實 ニ7

尺ニ 達 ス ル モNeencephalonノ 存 在 ヲ證 スル

能 ハ ザ ル ガ 如 シ.

前 者即Palaencephalonニ屬スル 部 分 ハ

脊髄 ヨリ延長 シタル部分即チ延髄,小 腦,中

腦,間 腦及ビ嗅葉ヲ包括シタル部分ニシテ脊

椎動物ノ生命保持上大體ニ於テ共通的ニ必要
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ナ ル機 能 ヲ司 ドル部 分 ナ ル モ,其 ノ生活状 態

ノ異 ナル ニ因 リ及 ビ各 自本 能的機 能 ノ異 ナ ル

ニ因 リテ,其 ノ必要 ナル部分 ハ特 異ニ發 達 シ,

又不 必要 ナ ル部 分 ハ終ニ 痕 跡ニ 迄 又時 ニハ全

然缺 如 スル迄 退 化 スル ニ依 リテ,其 ノ中樞 部

形 態竝ニ 組織 ニ ソレ ソ レ差異ヲ 生 ズ ル モノナ

リ.延 髓 ノ位 置 ハ脊髓ト 爾 他腦部 分 トノ中間

ニ ア リテ其 ノ聯絡 及ビ中樞 ノ用 ヲナ ス モノナ

レバ,其 ノ境界タル 素ヨ リ確 然タ ラズ.普 通

ハ 脊 髓 正 中管 ガ擴 大 シ始 ムル處(Calamus

scriptorius)ヨ リ中腦ニ 至 ル間 トセ ラル ル モ,

其 ノ擴大 ヲ始 ム ルヤ漸 ヲ以 テ シ,中 腦 トノ境

界 トシテ モ線 又 ハ溝 ヲ以 テ スル ニ非 ズ.仍 ツ

テ余 ハ便宜 上 尾方 ハXII對 腦神經 ノ出現 ヨ

リ,前 頭 方 ハIV對 腦神經 根迄 ヲ延髓 トシテ

記 述 セ ン トス.先 ヅ從 來他 種殊 ニ歐米 産 爬蟲

類ニ 就 キ テ學 者 ノ檢索 セ ラ レタ ル形 態竝 ニ組

織 ノ大要 ヲ記 述シ 而 シテ後ニ 余 ノ研 究記 述 ニ

移 ラ ン トス.

第2章 文 獻

 以下記スル處ハ主 トシテde Lange及 ビAriens

Kappers兩 氏 ノ研究記述 ヲ基礎 トシテ隨時他 ノ參

考記 述ヲ附加 スルモ ノナリ.

 正中管ハ脊髓 ニ於テハ其 ハ正中ニ位 シテ周圍閉

鎖 セラレ極 メテ細 小ナル管 トナ リテ顕 ルト難モ延

髓ニ來 レバ漸次廣 クナリ,終ニ 其 ノ背側 ノ圍 ミヲ

失 ヒテ開放セラル.即 チ菱形窩 トナル.而 シテ此

開放部 ノ兩縁 ハ前頭 方ニ進ムニ從 ヒ漸次其 ノ隔 タ

リヲ増シ,最 大間隔ヲ呈シ タル後再ビ相接 シ終 ニ

接着 シテ峡部Isthmusニ 移行 シ中腦ニ連 ルコ ト

人類ト英 ノ趣ヲーニ ス.

 其 ノ内腔 ハ菱形 ノ窩 ヲ形成 シ,前 頭方峡部ニ於

テ「ジルヴヰ」氏導水管ニ移行ス.

 背壁 ノ前半ハ小腦ニ 蓋ハレ,後半 ハ脉絡膜ニテ

被覆セラル.

 延髓ハ高等脊椎動物ニ於ナハ著 シク腹 方ニ向 ツ

テ凸形 ヲ呈ス レドモ爬 蟲類ニ於テハ寧 ロ平坦ニ近

キ腹側面ヲ有ス.只1, 2ノ 種類即チ「かめれをん」

(變色蜥蜴)及 ビVaran(大 蜥蜴)ニ ア リテ背方ニ上

向セル屈曲 アル事鳥類 ノ如シ.多數 ノ縦走溝アリ.

之長徑ニ 亙ル核 ノ發達 ノ爲 メ生ゼルモノナ リ.

 菱形窩 ノ最 モ廣クナ リタル場所 ヨリ認識 シ得 ル

隆起アリ.之 ハ蝸牛神經及ビ 前庭神經 中樞 部ノ發

達 ノ表現 ナリトス.

 其 ノ外側ニ シテ尾方へ延ビ タル隆起ハ三叉神經

中樞 ノ發達ニ シテ,前 者 トハ間ニハ 著明 ナル縦溝

ア リテ境界 セラル.

 全 ク腹側ニ尚 ホ1ツ ノ鈍隆起 ア リ.

 窩 ノ背 側ニ於テ其ノ 前半部 ヲ殆 ド或 ハ全 ク蓋 ヘ

ル小腦 ヲ除去スレバ露出スハ菱形窩ハ聽核 ノ爲 メ

ニ出來タル彎曲ニ依 リテ殆 ド閉鎖セラル.

 窩ハ中央ニ 縦溝 ヲ有ス.前 頭 方ハ深 クナ リ中腦

ノ境界 ヨリ「ジルヴヰ」氏導水管ニ移行ス.

 此溝 ノ兩側ニ沿 ヒテ窩底ニ延髓 ノ全長 ヲ縦走 ス

ル稍 々著明 ノ隆起 アリ.背 縦束(Fusciculus lon-

gitudinalis dorsalis)ノ 存在ニ因リ テ生ゼ シモノ

ナ リ.

延髓 ノ横斷面

 ハ心臓形乃至卵圓形 ヲ呈 ス.

 爬蟲類 ノ種類ノ 異ナルニ從ヒ多少其 ノ形 ヲ異 ニ

ス.蛇 ハ卵圓形,他 種 ノモノハ前頭 方部 ハ心臓形.

尾方部 ハ卵圓形 ナリ.

 脊髓ニ於 テ翼状板 ハ背方部ハ一 般ニ知覺領域 ニ

シテ,腹 方部即チ底領域 ハ運動領域 ナリシ ト同樣
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ノ概 念 ハ延 髓ニ 於 テ モ亦 適用 ス ル ヲ得.

 此 兩域 ノ間 ノ境 界溝Snlous limitansハ 完成 セ

ル脊髓ニ 於 テ ハ消 失 シテ 見 ル コ ト能 ハザ レ ドモ,

延髓ニ 於 テハ尚 ホ充 分ニ 認識 シ得(His氏).コ ノ

溝 ヨ リ背 方部 ハ知覺 及 ビ相 關 領 域(sensibies u.

Korrelations-Areal)ニ シテ腹 方 部 ハ主 ト シテ第 一

次或 ハ第 二次運 動神經 中樞primare od. secundare

effectorische Zentrenヲ 包藏 ス.

 背 方部即 チ知覺 領域 ニテ ハ皮 膚神經 乃至 其 ノ誘

導神經 例之 バ聽神經 及 ビ 側神經 ノ終 止 領 域 トシ

テ ノ身體 知覺 領 域 ト内臓 知覺 領 域即 チ粘 膜神 經

ノ終 止 部 トシテ ノ 内 臓 知覺 領 域 トヲ區 別 シ得 ル

(Gaskel, Tobnstom, Herriok).

爬 蟲 類 ノ知覺神 經

 亀,「 くろ こだ い る」,蛇 及 ビ蜥 蝪ニ 於 テ ソ レゾ

レ幾 分 ノ相 違 ヲ見 ル モLange及 ビKappers兩 氏

ハ主 トシテ「くろ こだ い る」及 ビ蜥場 ニ就 キテ檢 査

記載 サ レ タリ.蓋 シ此兩 者ハ 最 モ判然 タル特徴 ヲ

有 セル ヲ以 テ ナ リ.

 「くち こだ い る」ニ於 テ ハ延髓 背 部 ノ身體 知覺 神

經領 域(三叉神經 及 ビ聽神經)ハ 内臓 知覺神經 領域

ニ比 シテ著 シタ發 達 セル ヲ以 テ菱 形窩 ハ蓋 ハ レテ

見 ル事 能 ハ ズ.

 内臓神經 中迷 走神 經 ハ皮膚 へ行 ク枝 即 チ身體 知

覺 枝 ヲ有 ス.

 舌 咽神經 ノ全 部 ト迷 走神經 ノ大 部分 トハ遙 ニ背

方ニ 進 ミ相 合 シテ大 ナル弧 束 ヲ作 ル.尚 ホ迷 走神

経 ノ一 小部 分 ハ此弧 束 ノ内側 へ迂 囘 シテ其處 ニ存

ス ル灰 白質 ニ終 止 ス.此 灰 白質ヨリ 起 リタル知覺

繊 維 ノ小 部 分 ハ菱形 窩 底 ニア ル迷 走神經 ノ運 動 核

ト背 縦 束 トノ間へ 行 ク.是 レ灰 白質 ノ第二次 繊 維

ナ リ。 此 第二次 繊維 ノ起 レル終 核及 ビ弧形 繊維 ノ

系 統 ハ尾 方ニ 行クニ 從 ヒ著 シ ク幽 微 トナ リ兩側 ノ

核ハ 互ニ 接 近シ 終ニ 融 合 シ,繊 維 ノ一 部 ハCom-

missura infima(最 下連 合)(背 縦 東 内 ヲ横 貫 ス)

ニ於 テ交 叉 シCalamusノ 直 後ニ 終 ル.尚 ホ其 ノ内

ノ一 小部 繊維 ハ脊髓ニ 向 ツテ下降 ス ルガ如 キ モ何

處迄 行 クヤ ハ判 然 セ ズ.

 迷 走神經 ノ背 根 ハ三叉 神經 下 行根 ノ爲メニ 背 方

ヘ壓 セラ レテ其 ノ進 入部 ハ著 シク背 方ニ 偏 ス.故

ニ最 背方 ノ根小 束 ハ殆 ド背 側 ヨ リ腹 方 ヘ向 ヘ リ.

 背根繊維 ノ大部分即 チ内臓枝 ノ殘リノ大部 分ハ

弧束 ヘ行 キ尚ホ一小部分ハ進入 ノ高 サニ於テ終 レ

ドモ,啻ニ 背終核 ノミナラズ,縫 線(Rappe)ノ 傍

ラニアル内側 ノ終核ヘモ行キテ終 ル.此 内側 ノ終

核ハ迷走神經運動核ト背縦束 トノ間 ニ箝在ス.

 鰐 ト比較 シテ蜥蝪ハ背側 ノ終 核小ニ シテ内側ノ

終核大ナ リ.

  顔面神經(VII)知覺 根

 鰐 ノモノハ蜥蝪 ノモノニ比 シテ小ナ リ.運 動 根

ト同 ジ高サニ進入 スルモ遙 カ背方ニ在 リ.且 此部

ニ進入 スル多數 ノ前庭神經織維ニ 由 ツテ運動根 ヨ

リ隔テラル.

 本 根ハ 菱形 窩 ノ背 隅 ヘ來 リ直チニ尾 芳ヘ屈 曲

シ,舌 咽神經(IX)ト 同 ジ高サニ於 テ弧束ニ 入 リ,

其 ノ前方部 ヲ作 リ直チニ其 ノ灰 白質内ニ終止 ス.

 Beccari氏 ハ顔面神經知覺 根ハ進 入後分岐シ 其

ノ上行枝ハ小腦ニ行 クト云ヘルモ,Kappers氏 ハ

之ハ聽神經 繊維 ニ外 ナヲズト云ヘ リ.

 鰐及ビ蜥蝪 ノ弧束ハ兩棲類 ノモノヨリ大ナ リ.

殊ニ鰐ニ 於テハ味蕾 ガ蛙ニ 比 シテ比較的發達 シ居

ラザルニ拘 ラズ,弧 束ハ著 シク發育 セリ.蓋 シ味

蕾 ノ中樞核ハ爬蟲類ニ於テハ背 側竝ニ 内側 ノ知覺

灰白質ナルガ如 シ.

 内側知覺核ハ背縦束 ト迷走神 經運動核 トノ間 ニ

存在 シ,一 部 ハ迷走神經 ノ背側知覺核 ヨリ來ル第

二次繊維 ト,一 部ハ直接ニ 迷走神經 ノ知覺根 ヨリ

來 レル繊維 トヲ受 ク.

 此灰白質ハ尾方ニ至レバ其ノ 太サヲ増 シ,最 下

連 合 ノ高サニテハ可ナ リ良 ク發育 シ微細ナル有髓
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神 經繊 維 ノ網ヲ形 成 スルヲ以テ容 易ニ識 別セラ

ル.

 舌 下神經核 ノ出現ス ル高サニ至 レバ内側知覺核

ハ舌下神經核ト 迷走神 經運動核 トノ間 ヘ移轉 シ,

間挿核(Nuclens iutercalatus)ニ移行ス.

  爬蟲 類 ノ三叉神經(V)

 知覺根

 ハ檢査 材料 ノ異ナルニ從ヒ 大差ア リ.

 「くろこだ いる」ニテハ最大ニシテ殊ニ其 ノ下行

根ハ嘴 ノ發達ニ比例 シテ著 シク發育 シ,肉 眼ニテ

モ著明ニ現出シ爲 メニ菱形窩 ハ狹 キ破裂状 トナル

ヲ見 ル.蛇 ニテハ反之最 小ニシテ却テ其 ノ中腦根

ハ著 シク發育 セ リ.延髄ニ 進 入スルヤ知覺根ハ直

チニ小腦ニ 向 ツテ背脊髓 小腦 路(Tractus spino-

cerebellaris dorsalis)ニ伴 行スル少數ノ繊 維ヲ出

セリ.

 V對 下行根ハ尾方ニ進 ムニ從ヒ漸次背方ニ移動

シ,迷 走神經根進入部 ノ高サニ至 レバ迷走神經 ノ

皮枝繊維 ガ之ニ 合セルヲ見 ル.同 根 ノ最腹方部ハ

最 モ長 ク尾方迄延長セル状アルモ何處迄達 セルヤ

ハ變 性試験ニ 由ラザ レパ確言スル事能 ハズ.

 外旋神經及 ビ顔面神經根 ノ高サ ヨリ頭方ニ於テ

ハ三叉神經根 ノ灰白質ハ著 シク膨大シ,其 ノ横斷

面ハ腎臓形 ヲ呈 シ凹側ヲ内方ニ向フ.

三叉神經ノ運 動 核ハ 知覺 核ニ殆 ド接觸 シテ位

ス.而 シテ知覺核 ハ運動核 ノ出現スル高サニ於テ

最大 ノ發育 ヲナセ リ.

 鰐ニ於テハ此部 ノ灰白質ハ非常ニ發 育 セ リ.概

シテ爬蟲 類ニテハ此三叉神經 ノ知覺核前頭端 部ノ

著明ニ發 育セル事 他 ノ下等動物ニ其 ノ此 ヲ見ザル

所 トス.

 三叉神經ノ知覺根 トシテ上記下行根 ノ他 ニ中腦

知覺 根Radix sensibilis mesencephaljcaア リ.之

ニ就キJohnston氏 ハ龜ニ於テ,v. Valkenburg氏

ハ爾他 ノ爬蟲 類ニ於テ研究報告 ヲナセ リ.

 鰐及 ピ龜ニ テ ハ 同 核 ノ細 胞 ハ 中腦 背 部 視 蓋

(Tectum optioum)ノ 全長ニ 亙 リテ 無對 ノ中央 核

トシテ 現出 セ リ.

 鰐ニ於 テハ同核 ノ前方r/3ニ 於テ後聯合ニ近 ク,

龜ニ於テハ同核後方r/3ニ細胞集在 セリ.

 蜥蜴及ビ蛇ニ 於テハ同核 ハ背側正中部 ノ稍々側

方ニ ア リ.視 蓋 ノ全艮 ニ亙 リテ存在スル事鰐及 ビ

龜ト 同 ジ.殊 ニ蛇ニ於テハ同核ハ最後方部 ニテ著

明ニ發 育 セ リ.蓋 シ蛇ニ於テハ同根 ノ繊維ヨ リ支

配 セラルル下顎筋非常ニ發 育 セルヲ以テ其 ノ中樞

部 モ強大 トナリシモノトス.同 根ヨ リ出ヅル根繊

維 ハ滑車神經根ノ傍 ラヲ後方ニ走ル事他動物ニ於

ケルガ如 シ.蛇 ニ於テハ其 ノ外出部 ノ直前ニ於テ

太キ束 トナ リ背縦束 ノ外側ニ現 レ,三 叉運動根ニ

伴 ヒ外出スルヲ見ル.

  三叉運動 根

 ノ核 ハ多數 ノ硬骨魚類ノモ ノト位置及 ビ構造 ヲ

等 シクセル1核 ヨリナル.

 水棲爬蟲類(龜 及 ビ 「くろこだいる」)ニ於テハ

同核 ノ大部分ノ ミ腹方ニ位 ス.

 蜥蝪ニ於テハ同核 ノ腹方部著 シク大 ナリ.蛇 ニ

於テハ核 ノ全部室底 ヨ リ離在セ リ.

  爬蟲 類 ノ聽神經系統(VIII)

 舌咽神經 ノ外出部 ノ側前方ニVIII對 神經 ノ強

大ナル根 ヲ見 ル.

 哺乳類竝 ニ鳥類ニ於テハ極 メテ確實 ナル試験竝

ニ檢索ニ 依ル報告 ア レドモ,下 等動物ニ ハ只僅少

ノ變性試験竝ニ發 達史的ニ檢索推論サ レシモノア

ル ノミニシテ明瞭ナラザ ル點頗 ル多 シ.故ニ 只確

實ト 思考セ ラルルモノノミ記述 シ,完 全 ナル記載

ニ至 リテハ後來 ノ檢索ニ待 タント欲ス(Edinger).

 爬蟲 類 ノ聽神經ハ前枝及ビ後枝 ノ2枝ヨリナ リ.

 此兩枝 ハ殊ニ 「くろこだ いる」ニテハ延髓内ニテ

可ナ リノ間隔ヲ以テ種々 ノ核ニ至ル.後 枝ハ前枝

ニ比 シテ尾方ヨリ延髓ニ 進入 ス(de Lange).
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 爬蟲 類 中Varanusト 云 ヘ ル大蜥 蝪ニ 於 テ ハ聽 神

經 ノ中 樞 ハ著 シ ク發 達 シ,蝸 牛 殼元 基 モ極 メテ 強

大ニ發 達 ス.

 延髓 ノ背 側領域ニ アル2ツ ノ細胞 群 ハ敦 レモ聽

神 經 後根 ノ系 統ニ屬 スル モ ノニ シテ,其 ノ最 背側

ノモ ノハ聽 神經 隆起 ノ領域 ニア リ.顔 面神 經 根ト

舌 咽神 經根 進入 部 トノ間 ノ背 部ニ存 在 ス.其 ノ細

胞 ハ可 ナ リ大 ニ シテ餘 リ角 立 タザ ル形 態 ヲ有 ス.

之 ヲ背 大細 胞聽 神 經(VIII)核(dorsaler magno-

cellularer Acusticuskeru)ト 名 ヅグ.後 根 ノ主要

部 ハ此核ニ 進 入 ス.

 此核 ノ前頭 方ニ シテ且 側方ニ 於 テ 之ニ 連 接 シテ

存 在 セル 他 ノ1核 ア リ.其 ノ横斷 面ハ線 状 ニ シ

テ 長 ク延 長 セ リ.形 状扁平 ナ ルガ故 ニ之 ヲ板 状核

(Nucleus laminalis)ト稱 ス.

 「くろ こだ い る」ニ於 テ ハ此核 ハ比 較的 良 ク發達

シ.Varanusニ 於 テハ可 ナ リ明 瞭 ナ リ.之ニ 反 シ

龜 及 ビ 蛇 ニ於テ ハ見 ル コ ト能 ハズ ト(Schepman

氏).而 シテ此核 ハ聽 神 經 系統ニ屬 スルモ ノ ト思考

セラ ル レドモ.上 記後 根繊 維 ヲ直 接ニ 受理 セズ.

背 側 大細 胞核 ヨ リ出 デ タ ル神 經繊 維 ノ終 核 ナ リト

一 般ニ 認 メラル。Holmes氏ニ 從 ヘバ此核 ヨ リ非

交 叉性繊 維 ガ小腦 ヘ昇 リ行 クト.

 此核 ハ背 側 大細 胞核 ノ高 サ ヨ リ顔 面神經 根 進入

部 ノ遙 カ前頭 方迄 延長 セ リ.

 此核 ノ終 ル前端 ノ側方 ニテ索状體(Corpus res-

tiforme)中ニ 他 ノ1核 ア リ.Gordon氏 ガ「くろ こ

だ い る」ニ就 キテ,Holmes氏 ガLacerta「 とか げ」

ニ就 キテ ノ研 究報 告 中ニDorsalkern(背 核)ト シ

テ 記載 セ ラ レタル モ ノニ シテ,鳥 類 ノEckkern

(隅 核)ト 其 ノ位置 全ク一 致 ス.「 くろ こだ い る」ニ

テ ハ此 者 皿状 ヲ呈 セ リ.

 後 根 ノ繊 維 ハ此 核 ニ モ終 止 ス.但 シ一 般 ニ背 側

大細 胞 核 ヨ リ出 デ タル交 叉 性乃 至 非交叉 性 神經 突

起 ノ終 核 ナ リト考ヘ ラ ル.

 此 核 ノ細胞 ノ軸索 突 起 ハ外 弓状繊 維 トシテ 走 行

シ.外 蹄 係ニ 加入 シ腹 側 蝸牛 殻神經 第2路Tractus

secund cochleae ventraleヲ 形 成 ス.

 Beccuri氏 ハ 前庭 神 經繊 維ト 同 伴 シ.小腦ヘ 上

行 ス ル蝸牛殻 神 經繊 維 ヲ發 見 セ リ.尚 ホ氏 ハ蜥 蜴

ニ於 テ蝸牛 殻神 經繊 維 ノ一 部 ガ 分 離 シテDeiters

氏核 ヘ入 ル ヲ見 タリト.

 要 之隅 核 ト背 側大 細胞 核 トノ間 ニ板 状 核 ガ細線

状 ヲナ シテ 存在 ス.

 鰐ニ 於 テハ 板状 核 ヨ リ交 叉 性 腹 側繊 維 ヲ發 生

シ,外 蹄係 ノ如 ク交 叉 シ タル 後延 髓 ノ側 面ニ 沿 ヒ

前頭 方ヘ 進 ミ峽 部神 經 節(Ganglion isthmi)竝ニ

後四 鋭疊體Corpus quadrigeminum postioum)ニ

至 リテ終 止ス.此 後四疊體 ハ下 等 動物 ノ半圏 状隆

起ニ 相 當 ス ル モノニ シテ爬蟲 類ニ 至 リテ漸次 明瞭

ニ分 界 セ ラル.殊ニ1, 2ノ 蛇ト 蜥 蝪 トニ於 テ 既ニ

後四疊體ト 名付 ケ得 ル形 トナ ル.

 後 四疊體 ハ前 四疊體ニ 比 シテ遙ニ 小 ニ シテ,視

神經 天 蓋(Tectum optioum)ニ テ覆 ハ ル.中 腦ニ

屬 ス ル ヲ以 テ其 ノ條下ニ 詳 述 セ ン.外 蹄 係(Le-

mniscus lateralis)中 ニハ確 カ ニ背 側 大細 胞 核及

ビ隅 核 ヨ リ出 デ タル繊 維 ア リ.而 シテ 其 ノ徑 路ニ

上橄欖 ノ介 在 ス ルヲ見 ル.

 上橄欖 ニ就 キ興 味 アルハ 蜥蜴 及 ビ 「くろ こだ い

る」ニ 於テ 見 ル ガ如 ク外 蹄 係 ノ經過 ニ一 致 シテ 存

在 セ ル ニア リ.即 チ尾 方 ニテハ背 方ニ,前 頭 方ニ

テ ハ腹 方ニ 存 在 シ,尾 方 ノ主部 ハ延髓 ノ背 灰白 質

ヨ リ生 ジタル事 明 カ ナ リ トス,(上橄欖 ハ蛙ニ テ ハ

背腹 ノ方向 ニ延 長 シ,哺 乳 類ニ テ ハ腹 方 ニ存 在 ス

ル モ ノ トス).

 外 蹄 係 ノ前頭 方部ニ 灰 白質 集 在セ リ.是 レ外 蹄

係核(Nuclei lemnisei latertilis)ニ該當 スルモ ノナ

ル事 疑 ナ シ.

 爬蟲 類殊 ニ「くろ こだ い る」及 ビ蜥蜴ニ 於 テ ハ哺

乳 類 ニ見 ル聽 紳 經装 置 ノ全 部 ガ既ニ 形成 セ ラルル
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ヲ見 ル.

 爬蟲 類 ニ於 ケル背 側 大 細 胞 核ハBrandis竝 ニ

Oajal兩 氏 ノ説 ノ如 ク哺 乳 動 物ニ 於 テ ハ其 ノ位置

ヲ轉 ジテ 蝸牛 殻神 經腹 核ト ナル モ ノナ ヲ ン.而 シ

テ隅核 ハ 恐 クハ聽 緒 節 ノ始 メナ ル ガ如 シ.

 前枝(vordere Ast)ニ 細大2種 ノ繊維ヲ區 別 ス

ル ヲ得.

 粗 大 ノ前庭 神經繊 維 ハ専 ラ壺 腹 部 ヨ リ發 生 セ ル

モ ノニ シテ延繊ニ 入 ルヤ直 チニ 正 切 核(Nucleus

tangentialis)ニ 終 止 ス.此繊 維 ノ終 端 ハ匙 状 ヲナ

シヲ同 核細胞ニ 密 接 スル ヲ常 トスルモ(Beccari氏)

稀ニ ハ 分 岐シ,其 ノ1枝 ハ上 行前 庭神經 根中 ヲ上

行 シ他 ノ1枝 ハ正切 核ニ 終 止 スル ヲ見 ル(Beccari

氏).

 正 切核(Nucleus tangentialis)ハ 前庭 神經 ノ前

根 ト後 根 ノ前庭 部ト ヨ リ粗 大繊 維 ヲ受理 ス.本 核

細胞ノ 軸索 ハ 後縦 東 中及 ビ其 ノ附近ニ 於 テ上 行性

及 ビ殊ニ 下行 性交 叉 反 射道 ヲ形 成 ス ルモ ノ トス.

第2種 ノ細 キ前庭繊 維 ハ球 状嚢(Sacculus)及 ビ橢

圓嚢(Utriculus)竝ニ 壺 腹 ノ一部 ヨ リ發生 ス ルモ

 ノニシ テ,延 髓 へ進 入 テ2分 シ下行 及 ビ上 行繊

維 トナ ル.上 行繊 維 ハ 小腦 ノ下部ニ マ デ追 跡 シ得

 ル モ ノニ シテ三 叉神經 ノ高サニ 於 テ索 状體 ノ内部

 ニ アル核 中 ヲ通過 ス.此 核 ハBeccari氏 ガ前庭 神

經上 核(Nucleus vestibularis superior)ト 命 名 セ

 シモ ノニ シテKappers氏 ハ 之 ヲ哺乳 類 ノBechte-

rew氏 核ニ 該 當ス ル モ ノナ ラ ン ト云 ヘ リ.

 下 行性前 庭神經繊 維 ハ脊 髓 ノ上部 迄 達 スル ノ ミ

 ナ ラズ,恐 クハ尚 ホ下 方ニ 降 ル モ ノナ ラ ン.

 此繊 維 ノ一 部 ハ進 入 部ノ 高 サニ 於テDeiters氏

核 ノ細 胞ニ 終 ル.Deiters氏 核 ハ蜥 蝪 及 ビ「くろ こ

だ い るJニ 於 テ ハ圭ト シテ顔 面神經 進 入部 ノ高 サ

 及 ビソ レヨ リ少 シ前 頭 方ニ 存 在 ス.

 Deiters氏 核 ハ大多稜 形 細 胞 ヨ リ成 レル モ哺乳

 類 ノモ ノニ比 シ尾 方ニ 延 長 スル 事 少 シ.

 蜥蝪ニ於テハDeiters氏 核 ヲ中,背及ビ後 ノ細胞

群ニ區 別 シ得ベ シ.

 中央群ハ主 トシテ前庭神經 前根 ト連 リ背群ハ後

根ト連 ル.背 群ハ蝸牛殻神經背核ニ接近 シ同神經

ヨリ副枝ヲ受理 ス.

 以上兩群 ヨリ生ズル繊椎 ハ大部分交叉 シ後縦束

内ヘ入ル.之ニ 反シテ無交叉性ニ 脊髓ニ降 ル繊維

ハ主ト シテ後群 ヨリ發生スルモノトス(Beccari氏)

  爬蟲類 ノ運動神經 系統

 爬蟲 類 ノ運勤神經 系 ハ發達史上最高 ノ哺乳類型

ノ成立上ニ關 シ竝ニ鳥類型 トノ比較上ニ於テ大ナ

ル興味ア ルモ ノトス。即チ鳥類及ビ哺乳類ニ於テ

充分分化セル核 ハ爬蟲 類ニ於テ既ニ分化 ヲ始 ムル

モ ノニシテ,殊ニ 迷走神經 系統及 ビ眼筋核系ニ 於

テ然 リトス.但 シ迷走神經 系統 ノ領域ニ 於ケル分

化ハ著 シカラズ,之 咽頭及ビ喉頭筋發達ニ基 ク迷

走舌咽神經 ノ腹核(疑 核Nueleus ambiguus)ノ 分

化ガ爬蟲類ニ於 テハ未 ダ現 レズ.

 僧帽筋及ビ其 ノ支配神經 タル副神經 ノ發達モ哺

乳類 ノモノノ如ク著明ナラズ.

 舌筋及ビ味蕾 ガ1, 2ノ 爬蟲 類ニ於テ良 ク發達 セ

ルニ拘ハラズ,舌 下神經 核 ガ比較的不明瞭ナルハ

奇 トスルニ足 ル.然 レドモ爬蟲類 ノモ ノハ前頭方

ニ進 ミ殊ニ 舌下核内側部ノ細胞ハ最 モ前方ニ進 メ

ルヲ見ル.

 舌下神經 核 ガ頸髓 ノ運動核柱 ヨ リ完全ニ分離セ

ル状ハ,爬蟲 類ニ於テハ未 ダ之 ヲ見ズ(Kappers)

殊ニ 蛇ニ 於テハ舌 下 核 ノ分 化ハ僅 ナリトス(de

Lange).

 後方ノ内臓運動核柱(X及 ビXI)ハ總 ジテ魚類

ニ比 シテ外 方ニ偏 ス.故ニ 之ヨ リ發生 スル根繊維

ハ背縦束ニ固定セ ラレ小蹄係状ヲ呈 ス.同 柱 ノ前

端ハ總テ ノ爬蟲類ニ 於テ殆 ド同 ジ高サニ終 ル.反

之後端即チ尾方端 ノ状 ハ動物 ノ種類ニ從 ヒテ差異

ア リ.即 チ龜及 ビ鰐ニ於テハ最 モ長 ク延長 シ,蛇
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ハ最モ高部ニ終止 ス.此 迷走背核 ノ尾方ハ副神經

核 ナル事疑ナキガ如 シ.蛇ニ 於テハ僧帽筋及 ビ肩

胛缺如スルヲ以テ,迷 走背核モ高處ニ 終止スルモ

ノトス.反 之水棲爬蟲類 ハ副神經 ノ支配 セル筋肉

ノ發達可ナ リ良 好ナルヲ以テ(Furbringer氏)迷

走背核モ著 シク尾方ニ延長ス.之 同核尾方部ガ副

神經中樞 タル一證 トスルニ足 ル.副 神經運動根ハ

「くろこだいる」ニ於テ第2頸 節迄追跡 シ得ルモノ

ニシテ著 シク背 側ヨリ外出ス.

 内臓運動神經背核桂ハ尾方 ノ切片ニ テハ稍 々腹

外方ニ轉 位ス.

 Beccari氏ニ 從 ヘバ此核柱 ノ最後 ノ部分ハ所謂

頭蓋性副神經起 首部ニ シテ,脊 髓性副神經 中樞部

ハ哺乳類ニ於テ初 メテ生 ズト.爬蟲 類及ビ鳥類ニ

於ケル「レノーゼ ツクJ氏細胞ニ 該當 スル細胞ヨリ

生 ズ ト.

 尚ホ必要ナル點ハ内臓運動神經 背核 ノ腹外部轉

位ガ爬蟲類ニ於テ生 ズルニア リ,最 モ簡單ナルハ

龜ニ見 ル所 ニシテ背核中後r/3ノ間ニ於テ核 ノ一部

ガ著 シク腹外方ニ轉 位スルモ,未 ダ背核 ノ本部 ト

全 ク蓮 ナレリ.

 鰐ニ於テハ同位置ニ 於テ獨立分離セル細胞群ヲ

見ル.

 大蜥蝪ニ於テハ亦同部ニ獨 立細胞群アルモ ロ尾

ノ直徑 ハ短ナ リ.「うわばみ」ニ於テハ此細胞群ハ

非常ニ小ナルカ或ハ缺如セルヲ見 ル.Kappers氏

ニ據レバ此細胞 群ハ副神經核ニ 非ズシテNucleus

ambjguusノ 後r/3ニ該當ス ト.

  舌咽神經 内臓運動核

 爬蟲類内臓運動神經背核柱 ノ前端ヲ,兩 棲類及

ビ島類 ノモノト比較 スルニ同柱ハ爬蟲 類ニ於テハ

IX對 神 經根 ノ進入部 ヨリ遙ニ 尾方 ニラ停止スル

モ,後2者ニ 於テハIX對 神經根進入部ノ高サヨ

リ尚 ホ前方迄延艮セルヲ見ル.此 事 實ヨリ察スル

ニIX對 内臓運動神經繊維 ガ迷走背核柱 ヨリ生 ズ

ルハ大ニ疑ハ シク却 テ同繊維ハ延髓 ヘ入 ルヤ,短

距離間前頭方ヘ進メル事多 キガ故ニ恐 クハ顔面神

經根 ノ生ズル細胞群ヨ リ發生スルモ ノノ如 シ.此

顔面神經核 ト舌咽神經核 トハ合 シテ腹側 ノ總核 ト

ナ レルノ状ハ爬蟲 類 ノミナラズ,2, 3ノ 硬骨魚 ニ

於テモ見ル所ナ リ.

 鰐ニ 於テハ2箇 ノVII對 神經核ア リ.其 ノ1ハ

背側,他 ノ1ハ 腹側ニ位ス.大 蜥蜴ニ 於テハ此2

核 ノ分離 ガ著明ナラズ シテ全部腹側ニ偏 在〓 且

尾方 ヘ轉 位ス.此 尾方轉位ハ鰐ニ於テハ最 モ僅ナ

リ.

 上橄欖 ヲ有セル爬蟲 類 ニテハ顔面神經核ハ上橄

欖 ノ内側ニ存在ス.殊ニ 鰐ニ於テハ,顔 面神經核

ト上橄欖 ガ同一切片上ニ出現セルヲ以テ甚ダ明瞭

ナ リ.之 上橄欖 ノ外側ニ顔面核ヲ 有セル高等哺乳

類及ビ人類 ト異ナル所ナ リトス.

 爬蟲類 ノ眼筋神經核 ハ極 メテ興味ア ル所見ヲ呈

ス.之 下級脊椎動物ニ於ケル分化セザル疎 ナル眼

筋核 ヨリ高等脊椎動物ノ緻密 ニシテ分化セ ル眼筋

核ニ至 ル間 ノ變化 ヲ茲ニ見 ルヲ以テナ リ.

  外旋神經核

 外旋核ハ鰐及 ビ龜ニ於テハ兩棲類ニ 類似 セル多

クノ性状 ヲ有 セリ.即 チ水棲爬蟲類 ノ外旋核 ハ瀰

蔓性 ノ細胞 ヨリナ リ,其 ノ大部分ハ顔面神經根進

入部ヨ リ遙ニ 尾方ニ位 シ,加 之舌咽神經根進入部

ノ高或ハ夫 レヨ リ尾方ニ達セル事ア リ.從 ツテ同

神經根ノ位置モ亦尾方 ニア リ.斯 ノ如 ク長距離 ニ

亙 レル外旋神經根及ビ其 ノ核 ハ他動物ニハ見ザル

所 トス.

 龜 ト「うわばみ」トヲ比較スルニ,後 者ハ外旋神

經核 ノ後端著シク短縮セ リ.同 時ニ 其 ノ神經根 モ

前方ニ轉位 シテ顔面神經根 ノ高サヨ リ前頭方ニテ

延髓 ヨリ外出スルヲ見ル.

 此前轉現象ハVaranus(大 蜥蜴)ニ 於テ高點 ニ

達 シ.哺 乳類粒ニ 島類ニ近キ状態 ヲ呈ス.即 チ外
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旋核ハ顔面神經根進入部 ヨリモ前頭方ニ轉 ジ哺乳

類ニ 於ケルガ如 ク,三 叉神經ト舌咽神經根 ノ中央

ノ高サニ位ス ルニ至 リ同時ニ核ハ著 シク緻密 トナ

レリ.

 外旋神經核ハ又Deiters氏 核ニ向 ツテ,鰐,蛇,

蜥蝪 ノ順序 ニテ漸次 近接セル ヲ見 ル.

  三叉神經(V)運 動核

 水棲爬蟲 類ニ於テハ著シ ク背在 ス.只 此核 ノ最

後方 ノ一小部ハ腹外方ニ游 出スルヲ見ル.

 三叉運動核ノ此腹方部 ハ鰐 ニ於テハ他部 ヨリ全

然分離 シテ存在 シ,硬 骨魚ニ於テ見 ルガ如キ状 ヲ

呈ス.

 「うわばみ」ニ於テハ三叉運動核ハ室底ヨ リ隔 タ

リ,三 叉知覺 咳ヘ近接セ リ.

下橄欖

 Iacerta agilis(蜥蝪類)ノ 細胞標本ニ 於テハ縫

線 ノ兩側ニ1ノ 細胞群ア リ.菱 形窩 ノ始部ニ於 テ

最大 ノ發育ヲ呈セ リ.之 ヲ縫線核(Nuclens raphe)

ト云 フ.之 ヲ前頭 方ニ追究ス レバ僅少ノ切片ニテ

清失 シ,尾 方ニ追究スル時ハ舌下神經出根部迄連

續シテ存在ス.龜(Testudo graeca)ニ 於テモ同樣

ノ状 ヲ見 ル.此 縫線核ト 橄欖 トヲ區別スルハ困難

ナリ(Kooy氏).

 「わいげると」髓鞘染色標本ニ テ檢 スルニ,兩 棲

類名テ ハ殆 ド不明ナレドモ,爬蟲 類殊ニ 「くろこ

だいる」ニ於テ正中線 ノ傍ニ 延髄腹側面ニ接 シ,

濃染セル繊維中ニ明所 アルヲ見ル.瀰 蔓性 ノ橄欖

體 細胞 ガ集 合 シ,一體 ヲ形 成 シ始 ム ル ニア ラザ ル

ヤ ノ状 ヲ呈ス.之 恐 ヲ ク下 橄欖 ノ始 マ リナ ラ ン.

此部 ノ高 サハ脊 髓 ト延 髓 トノ境 界 部 ナ リ トス.而

シテ 精檢 スル ニ此 部 位 ヨ リ繊維 出 デ外 弧 形繊 維 ト

ナ リ小腦 ニ至 ルヲ見 ル.此繊 維 ノ存 在 ハ橄 欖 ノ鑑

定ニ 最 モ確實 性 ヲ與フ ル モ ノナ リ.

  網樣 質 細胞

 von Hoevell氏 ハ鰐魚ニ 於テ 之 ヲ記 載 セ リ.尾

方 ノ細胞 群 即 チ 下 網樣 質 核Nucleus reticularis

infeciorハ 延髓 下部 ニ於 テ縫線 部 ニア リ.同 部 ヨ リ

花環 欣ニ 細 胞 ガ全迷 走神 經領 ニ散亂 セル ヲ見 ル.

但 シ最 側方 ノ三 叉脊 髓 根 ノ内腹 側ニ ア ル群 ガ同 種

ノモ ノナル ヤ否 ヤハ 判 然 セズ.固 有 ノ網樣 質細 胞

ハ軸索 ラ後 縦束ニ送 リ,上 行或 ハ下行セシムルモ

側方群 ノ軸索ハ何所 ニ赴クヤ判 明セズ.或 ハ同群

ハ哺乳類 ノ側索核 ニ均 シク其 ノ軸索ハ延髓 ノ腹外

縁ニ沼 ヒ上行スルヤモ知ルベ カラズ.舌 咽神經根

ノ高サニテハ網樣 質 ノ細胞 ハ消失 シ,或 ハ只僅 ニ

存在セルノミ.然 レドモ前庭紳經進入部 ノ高サ ニ

於テハ同細胞ハ外旋神經根ノ傍ニ 群在 シ,中 網樣

質核 ヲ形成セ リ.三 叉神經核 ノ高 サニ至 ル此細胞

群即 チ上網樣質核 ノ一部ハ上橄 欖及ビ外蹄係ニ 向

テ著シク腹外方ニ轉 位ス.此 高サニ於テハ縫線部

ニ小細胞群ア リ.且 第4腦 室底 ノ外隅ニモ小細胞

ノ群ア リ.之 色素 ヲ含 マザルモ哺乳類 ノ暗青地 ノ

細胞ニ該當 スルモノナルガ如 シ.

第3章 研究材料及ビ研究方法

第1項 研 究材料

 内地産爬蟲類 ノ全部ニ 就キテ檢索スルハ至難ナ

ルヲ以テ,余 ハ各分類中ノ代 表者 ヲ選出 シテ比較

研究セ リ.即 チ使用セシ材料 ハ左 ノ如 シ.

 1) 龜鼈類

  代表 者 水龜Geoclemys revessi, (Gray) 12

 参 考材料 石 龜Clemmys japonica 1

2) 蛇 類

 代 表者 黒 蛇Elaphe quadrivirgata atra

(Jan) 4

 参 考材 料 「ひばか りJatrix vibakari

vibakari 3
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      「や まか が し」Natix tigrina

             tigrina 8

      「あを だい しよ う」

         Elaphe olimacophom 3

      「まむ し」Agkistrodon blomhoffi

             (Boie) 7

3) 蜥 蝪 類

 代 表 者 「とか げ」Eumeces latiscutatus 17

 参 考 材料 「か なへ び」Takydromus

             tachydromoides 3

      守 宮Gecko japonions 6

  合計 64

      第2項 研 究 方法

 動物ハ「クロロホルム」麻酔ノ下ニ頸部ニテ切斷

シ,其 ノ腦ヲ取出 シヲ固定後,前 頭斷 ノ完全 ノ連

續切片 トナシ,一 部ハWeigert氏髓 鞘染色ヲ施 シ,

一部ハ尾藤 氏ニ傚ヒ「ニツスル」氏染色 ヲ以 テ檢セ

リ.檢索ハ尾方 ヨリ始メ頭 方(大腦 ノ方ニ)及 ベリ.

切片番號ハ前頭方ヲ1トシ テ尾方ニ及ビ シモ檢索

ハ尾方ヨリ始メシ ヲ以テ記述 ハ逆番トナリー 見不

便 ナル感 アルモ讀者之ヲ恕セヨ.

 研究順序 トシテ先 ヅ代表者ノ腦髓 所見 ヲ認載 シ

次 デ3者 ノ腦ヲ比較研究セ リ.

第4章 各材料ニ就キテノ所見

     第1項 水龜(く さ龜)

 平均髓重733.551g

 腦 ノ重量(平均)0.404g

 體重 トノ百分 ノ比0.05507%

 腦 ノ全長徑(切 片番號698-243=455枚 ニシ

テ)其 ノ長サ15.925mm

 延髓 ノ長サ(切 片番號698ヨ リ489番ニ 至ル)

209枚ニ シテ其ノ長サ7.35mm(切 片 ノ厚 サ35μ)

 延髓 ノ幅:最嘴端 部 ノ背腹徑1.9mm

      同上横徑 3.5mm

      尾端部背腹徑 1.6mm

      同上横徑 2.2mm

 延髓横断 面ノ状:尾 方部ノ 横斷面ハ横橢圓形 ニ

シテ,正 中管ハ中央 ヨ リ稍々背方ニ偏 シ,背 方縁

ヨ リ0.6mm腹 方縁ヨリ1.0mmノ 所ニ 在 リ.

 蝴蝶形 ノ灰白質ハ尚ホ比較的境界明瞭ニ シテ白

質 ノ繊維ハ比較的疎在セ リ.

 後縦束ハ正中管 ト少 ンク隔 タリテ其 ノ腹方ニア

リ.

 白連合 ノ繊維ハ極 メテ僅少ニ シテ其 ノ位置 ヲ判

定 スルニ苦 シムモ,後 縦束 ノ背部ヨリ 中央迄 ノ間

ニ存在セルモノノ如 シ(蛇ニ テハ後縦束 ノ背方部

ニアルモ,蜥 蜴ニテハ束ノ中 央部ニ存 ス).

 縫線 ノ背部ハ交叉繊維ニ 乏 シク,腹 方ニ進ムニ

従ヒ同繊維ハ其ノ量ヲ増 シ最腹方ニ於テ左右ニ分

レ延髓腹側縁ニ沿フ テ走 ル.

 後索(Hinterstrang)ハ鬆 粗ナ レドモ,兩 側後角

ノ間ニ比較的深ク箝 入ス.

 舌下神經 根(XII對神經 根)

 切片698番 ヨリ顯ル ルモ極メテ繊細ニ シテ他動

物 ノモノノ如 ク明瞭ナラズ.然 レドモ後縦束背端

ノ兩側ニ アル核(但 シ不明瞭)ヨ リ發シテ同束 内ニ

入 リ,其 ノ外方部中ヲ腹方ニ走行 ン前縦裂 ノ稍々

側方ニテ外方ニ出ヅ.其 ノ徑路比較的直ニ シテ僅

ニ凹側ヲ外方ニ向 クル微弓 ヲ劃 シテ走行セルヲ見

ル(Fig. 7. N. XII.).

 根ハ約52枚 切片(=1.82mm)ニ 亙リ存在ス.

 副神經 根(XI對神經 根)

 本神經 根ハ存在スル如 ク見 ユルモ迷走神經 根 ト

確然區別 スル能ハズ.只高 サニ從ヒ之ヲ推測シ得

ルニ過ギズ.

  迷走神經根(X對 神經根)
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 運 動 根 ト知覺 根 トフル モ其 ノ出 現 全 ク同 高 ニシ

テ且相伴 行 セ ル ヲ以テ之 ヲ區 別 シ難 シ.故 ニ茲 ニ

ハ之 ヲ併 セテ 記 載 ス ベ シ.

 舌 下神經 根ガ未ダ 終ラ ザ ル高 サ即 チ最 上XII對

根ノ アル最終 切片 ヨ リ尾 方28枚 目 切片(No.675

切片)ヨ リ微 カ ニ之 ヲ認 メ得.即 チ28枚 切片 ノ間

ハXII對神經 根 ト共 存ス.延髓 外 腹 側面 ヨ リ進

入 シ内背 方ニ 進 ミSulcus limitansノ 附近 迄行 キ

背腹 ノ兩 部ニ 分 カル.即 チ其ノ一 部 ハ背 方ニ 進 ミ

テSolitarbundel弧 束 ニ入 リ,他 ノ一部ハ 内方ニ 進

ミ後 縦 束 ノ外 側 ニア ル運 動核ニ 至 ル ヲ見ル.前 者

ハ知覺 根 ニ シテ 後者 ハ運 動根 ナ リ(Fig. 8. N. X).

 同 根 ハ680號 切片 ヨ リ606號 切 片迄即 チ7t枚

(=2.59mm)ノ 高 サ ニ亙リ テ存 在 ス.

 内臓 運 動核(迷 走 背 核)ハ 末梢692號 切片 ヨ リ之

ヲ認 ム ル事 ヲ得 レ ドモ,其 ノ嘴端 ノ境 界ハ 不明 ナ

リ.恐ラ ク舌 咽神經核ニ 連續 スル モ ノナ ラン.而

シテ其 ノ位 置 ハ背 縦 束 ノ外 側ニ 存 ス.運 動神經 ハ

皆 此核ニ 向 ツテ 走 ルヲ見 ル.

  舌 咽神經 根(IX對神經 根)

 迷 走神經 根 ノ消失 後4枚 目切 片(602番)ヨ リ舌

咽神經 根 ヲ見 ル.延髓 外 側縁 ノ中 央 ヨ リ背方ニ 於

テ0.27mm幅ニ 亙リ4.5條 ノ繊維 束 トナ リテ進 入

シ少シ ク腹方ニ 傾 キ 内走 ス.其 ノ背方 ノモ ノハ直

チ ニ弧束 ニ入 リ,腹 方 ノ モノハ背 縦束ノ 外 側 ニア

ル運 動核 ニ赴 ク(Fig. 9. N. IX. S. IX. m.)

 此 根 ノ存在 部 ノ高 サハ601番 乃至589番 ノ12枚

切 片 ニ シテ0.42mmノ 高 サ ヲ有 セ リ.

  顔 面神經 根(VII對神經 根)

 同神經 知覺 ハVIII對神經後 根 消失 シテ前根

ノミ トナレ ル切 片(No.558)ニ 於 テ大 小4,5條 ノ

繊維 束 トナ リテVIII對神經 前 枝 ノ背 側ヨ リ延髓

内 ヘ入リ,運 動神經 根 ト竝 行ニ 内 走 シテ弧束ニ 入

ル(Fig. 11 N. VII., sens.).

 運 動 根 ハ背 縦束 ノ外 側 ニ存 ス ル背 側顔 面核 ヨ リ

起 リ,室 底ノ 正中 灰 白質 ノ腹 側ニ沿 ヒ外 背 方ニ 走

リ境 界 溝(Sulcus limitans)ノ 部 ヨ リ外 方 ニ其 ノ

方 向 ヲ取 リ2,3條ノ 束 トナリ 知覺 根 ヨリ約0.5mm

腹 方ニ 於テ 之 ト全 ク竝 行 シテ 延髓 外 側縁 ヨ リ出 ヅ

(Fig. 11. N. VII. m).此 根繊 維 束 ノ最モ 太 キモ

ノハ0.05mmニ 達 ス.

 此平 面ニ 於 テ上橄欖,VIII對 神經 前根 及 ビ弧 束

竝ニ 蝸牛 穀神經 背側 大細 胞核(Nucleus magnocel-

lularis dorsalis)ヲ 認 ム.尚 ホ 「ダイテ ル ス」氏 核

細 胞 モ少數 ナ ガ ラ出 現 セ リ(Fig. 11).

 茲ニ 興味 アルハ顔 面神經 運 動核 ナ リ.蛇 及 ビ蜥

蜴 ニア リテ ハ舌 咽神經 動核 ト共ニ 迷 走 背 核ニ 關 係

ナ ク獨 立 ニ存 在 スルモ,龜ニ 於 テハ迷 走背 核 及 ビ

IX對神經 運動 核 ト共ニ1ノ 核柱 ヲ形 成 シ背 縦 束

ノ外 側 ニ存 在 スル ニ ア リ.此状 ハ硬骨 魚 類及 ビ兩

棲 類中 ノ有尾 類Urodenニ 見 ル處 ナ リ(Fig. 11.

Nu. m. X).

  弧 束

 最 下X對神經 根 ノ出 現 部ノ 高 サ ヨ リ43枚 切片

ヲ隔 テ タル口 方 ノ高 サ(627號 切片)ニ 於テ 左 右

ニ分 レタル延髓 背隆起 ノ背 内 側 ノ隆 起部 中 ニ現 出

シ,同 質性 ノ短橢圓 形 ノ横 斷 面 ヲ呈 セ リ.此 部 ニ

於テ 既ニX對神經 知覺根 ガ同 束ヘ 入 ルヲ 見 ル.口

方 ニ進 ム ニ從 ヒ漸次 内腹方ニ 移 動 シ,約17枚 目 口

方 ノ切 片 ノ高 サ ニ至 レバ分 離 セル上 記延髓 背 部 ノ

内側 ノ中央ニ 移 動 シ且同質 性斷 面内ニ繊 維 ノ混 在

ス ル ヲ見 ル(Fig. 9, 10及ビ11. Fasc. sol.).

 尚 ホ前頭 方(始 部 ヨ リ33枚 目 ノ切 片.此 間 ノ距

離1.115mm)ノ 切 片ニ 至 レバ幽 徴 ナ ガラ3束ニ 分

レ其 ノ最腹 方 ノ東 内ヘ 舌 咽神經 知覺 根進 入 セ リ.

更ニ 上 方 ニテ ハVII對神經 知覺 根 進入 スル事 ハ 前

述 ノ如 シ.

 弧束 部 及ビ 其 ノ附 近 ヨ リ出 ヅル顯 著 ナル繊 維 ヲ

掲 ゲ ンニ,其 ノ背 方 ヨ リ出發 シテ弧 束 ノ外 腹 側 ヲ

通過 シテ 正 中灰 白質 ノ腹 側 ニ沿 フテ後 縦束 内 ヘ進
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入 スル者 ハ背 側 弓状繊 維Fibrue arcuate dorsales

(Fig. 10. Fib. arc. d.).ニ シテ 弧 束 ノ腹 側 ヲ通 過

ス ル網 樣質 ノ中央 部ニ 向ヒ,腹 方 ニ走 ル繊 維束 ヲ

分 岐 ス.之 腹 側 弓状繊 維Fibrae arcuatae ventrales

ナ リ(fig. 10. Fib. arc. v.).

 尚 ホ弧 束 ノ背 部ヨリ 出發 シテ最背 側 ノ弧 形繊 維

トナ リ終ニ 少 シ ク背 方 ニ傾 キ 内走 シ,後 縦 束 ノ背

端ニ 進 入スル繊 維ア リ.之 ハ上 坂及 ビ 八木 田 兩 氏

ガ犬 ニ於 テ記 載 セ シFasciculus solitario-spinalis

ニ該 當ス ルモ ノナ ラ ンカ(Fig. 10. Fasc. sol. sp.).

  外 旋神經 根

 舌 咽神經 根 ノアル最 上 切片直 上(Fig. 10. N. VI)

ヨ リ現 出 ス.之 顔 面神經 出 現部 ヨ リ尾 方27枚 目 ノ

切片 ナ リトス.

 稍 々 太 キ鬆 疎 ノ繊維 束 トナ リ外 旋核 ヨ リ發 生 シ

背 縦 束 ノ傍 ラ ヲ僅ニ彎 曲 シナ ガ ラ腹 方 ニ走 リ正中

線 ヲ隔 ツル0.65mmノ 部ヨ リ外 出 ス.

 特 ニ記 ス可 キ状 ナ キモ 其 ノ出 現 ガ顔 面神經 ヨ リ

遙 カ尾 方 ナル事 及 ビ根 全部 ガ之ヨ リ尾方 ニ存ス ル

事 ハ 下等 動物 ノ所見 ニ類 似 セ リ.但 シ其 ノ核 ノ位

置 ガ 背 方 ナルハ 下 等動 物 ノ所見 ト異 ナル處 ナ リト

ス.

 外旋 核 ハ根 出 現部 ヨ リ8枚 目上 方 ノ切片(576雷

切 片),ヨ リ始 マ リ11枚 上 方 ノ切片(565番 切片)

ニテ終 ル(Fig. 10. Nu. VI.).

  三 叉神經 根

 遙 カ尾 方 ノ切 片 ヨ リ現出 セ ル モ ノハ三 叉神經 下

降 根 ナ リ.該 根 ハ蛇ニ 於 テモ蜥 蝪ニ 於 テ モ延 髓 ノ

尾 端 ヨ リ認知 シ得 ルモ,龜ニ 於 テ ハ其 ノ尾 端 部ハ

極 メテ 不 明瞭 ニ シテ確然 認 知 ス ル事 能ハ ズ.略 ボ

外 旋神經 核出 現 ノ高 サ ヨ リ僅ニ 尾方 ノ切片(579番

切 片)ヨ リ初 メテ 明瞭 トナ リ,上 方24枚 目 ノ切片

(555番 切片)ニ 至 リテ其 ノ内 側ニ 知覺 核 ヲ モ認 メ

得 ル ニ至 ノレ(Fig. 12, N.V.S.及 ビNu.V.s.).

 三 叉 神經下 行根 ノ最 下 端 部 ヨ リ33枚 上 方 ノ切

片 ニ於 テ三 叉神經 根 ノ出現 ヲ認 ム.夫 レヨ リ上方

4, 5枚 目 ノ切片ニ 於 テ ハ知覺 根及 ビ其 ノ核竝ニ 運

動 根及 ビ 其 ノ核 悉 ク出 現 セ リ.此 切片 ハVIII對

神 經 前 根 ノ消失 シテ ヨ リ10枚 目 ノモ ノ(542番 切

片 第12圖)ニ シテ,龜 ニ於 ケル三叉神經 領域 ノ最

モ完 全 ニ出 現 セル切 片 ナ レ ドモ,蛇 及ビ 蜥蜴ニ 於

ケ ル如 ク特ニ 大 ナ ル膨出 ヲ呈 セズ.其 ノ發育 程 度

ハ寧 ロ微 弱 ナ リ トス.

 三 叉 知覺 核 ハ共 ノ位 置稍 々内方 ニ シテ室 底 ニ近

ク存 在 ス ル モ其 ノ境 界 極 メテ不明 瞭 ニ シテ他 種 ノ

モ ノノ如 ク判 然認 知 スル能ハ ズ(Fig. 12. Nu.V.s).

 三 叉知覺 根 ハ三叉神經 領域 外側 ノ全 部ニ 亙 リテ

進 入 スル モ極 メテ鬆 疎 ノ構 造 ヲ有 シ,且繊 細 ニ シ

テ幅徑0.8mm計 ナ リ(Fig. 12. N.V.s.).

 三 叉運 動 核 ハ室 底ニ 近 接 シテ 境界 構 ヨ リ僅 ニ腹

方 ニ ア リ.其 ノ細 胞 ハ大 ニ シテ圖形 ヲ帯 ブ(Fig.

12. Nu.v.m.).

 三又 運 動根 ノ繊維 ハ此 細胞 ヨ リ發生 シ初 メハ擴

散 セル状 ヲ呈 スルモ 漸 次集束 シテ2, 3條 ノ束 トナ

リ,知覺 核及 ビ知覺繊 維 ノ内腹 側 ヲ通 リ延髓 ノ腹

外 側 面 ヨリ外出ス.此 根 ノ各束 ノ太 サハ0.02mm

乃 至0.03mmナ リ(Fig. 12. N.V.m.).

 三又 知覺 核 ヨ リ發生 ス ル第 二次繊 維

 三又 運 動根 ノ出現後8枚 目上 方即 チ538號 ノ切

片 ヨ リ出 現 ス.極 メテ繊 細 ナ ル繊 維 ニ シテ 知覺 核

ヨ リ起 り運 動核 ヲ貫通 シテ背 縦束ニ 向 ツテ走 リ其

ノ外 側 ヲ昇 リテ 同束背 端 部 中ニ 入 り,共 ノ一部 ハ

之 ヲ貫通 シテ反 對側ニ 至 ル.

 此第 二 次繊 維 ハ出 現 コ リ上 方20枚 目 ノ切片 ニ

於 テ全ク 消失 ス.

 龜ニ 於 テ モ小腦ニ 向 ツテ走 レ ル三又神經 ノ繊 維

ヲ見 ル.然 レ ドモ極 メ テ少數 ニ シテ 他 種 ノモ ノニ

比 シテ稍 々外 方 ヲ走行 ス.

 三又知覺 中 腦根Radix sensibilis mesencephali

tligemiui三又 神經繊 維ノ 全 ク消 失 シテヨ リ上 方
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15枚 目ノ切片515號 切片ニ於テ三叉知覺核ノ 存在

セ ン部位ヨ リ背方ニ延長 セル繊維ヲ認ム.上 方ニ

昇 レバ漸次背 方ニ進ミ,滑 車神經根ノ外 側ヲ迂囘

シテ中腦ニ 昇ル.之 三又中腦 根ナ リ.其 ノ詳細ハ

中腦 ノ條下ニ再録セ ン(Fig. 14. Rum. mes. V).

  聽神經根

 後根即 チ蝸牛殼神經根ハ舌咽神經 根終 リテヨ リ

上方13枚 目ノ切片577號切 片ニ於テ左 右全ク 分

離 シ,背 方ニ突出セル延髓背 部(假ニ 之ヲ背隆起

ト云ハン.以 下之ニ 同 ジ)ノ 外側ニ現出ス.根 ノ

幅0.5mmニ シテ其 ノ一部ハ背隆起 ノ背側ニ沿 ヒ

内 側ヘ走行 シ隅 角 核ニ至リ終 止スルノ状ヲ呈ス

(Fig. 10及ビ11ヲ 見 ヨ).

 他 ノ一大部分ハ背隆起ノ背部ニ進入 シ背側大細

胞核 等ニ終止 シ,尚 ホDeiters氏 核ニ終止セル状

ア リ.尚 ホ他 ノ一大部分ハ背隆起 ノ中央ニ 於テ下

行束 トナ リ背側 大細胞核 等ニ終止スルガ如 シ.之

等 ノ核 ヨ リ出ヅル第二次繊維ニ 就キテハ後文ニ 記

載 スペン.

 前根 ハ後根ノ出現 ヨリ10枚 目上方ノ切片(569

號)ニ於テ後根ノ腹 側ニ出現ス.其 ノ幅0.6mmナ

リ(fig. 10及ビ11).

高後根ハ其ノ最下 ノ出現部ヨリ22枚 目上 方ノ切

片(555號)ニ テ全ク 消失シ前根ノミ トナル(Fig.

11. N. VIII. a.).

 前根 ノ停止部ハ背隆起内ニシ テ顔面神經知覺根

ト共ニ 深ク弧束 ノ附近迄進 ミ,此 停止線ハ三又神

經繊維 ノモ ノト連續 セル1線 ヲナス.繊 維最終端

ハ更ニ屈折シ,下 方ニ進 ミ隨意 ノ高サニ於 テ夫 々

前庭神經核ニ停止スルモノノ如 シ(Fig. 10, 11及

ビ12).

  網樣質

 背縦束 ノ外 側ニ位セル網樣質ハ種々ナル方向ニ

錯綜交叉 セル繊維ト神經 細胞 トヨリ成ル.

〓綱樣質以外ニ於 テ延髓 周縁部ニ現出セル繊維ハ

大部分ハ横斷サ レタル縦走繊維ニ シテ其 ノ間ニ少

量 ノ縦斷サ レタル横走繊維 ヲ見ル.故ニ 此網樣質

部ハ明カニ 他部 ト區別 スル事 ヲ得.

 網樣質ハ腹 方ハ三角 ノ一頂角状 ヲナシテ横斷繊

維組織内ヘ入込ミ,内 側ハ背縦束ニ依 リテ明カニ

境 界セラレ,背 方ハ,内 方 ニテ ハ腔灰白質ニ 連 リ,

中央ニ テハVIII對 神經二次繊維ニ 由テ同神經停

止線ト 界セラレ,外 方ニテハ三叉 知覺核 ト連ナル,

〓此廣汎ナル網樣 質部ハ主 トシテ各種二次繊維 ヲ

有 ン,其ノ繊 維 ノ繊細ナルニ依 リテ明カニ他 部 ト

區劃 セラル.Kappers氏 ノ記載 セル迷走神經 ノ内

側知覺灰白質(mediale sensible Vagus-grau.)モ

此 内ニ存ス.

 此部ニアル性質判然セル繊維 ヲ掲 ゲンニ:

 1) 尾方ニ於テハ迷走神經知覺 根ノ二次繊維 ト

シテ弧束灰白 質 ヨリ發シ,正 中腔灰白質 ノ腹側ニ

沿ヒ背縦束 ノ列側ニ 來ルモノア リ.是 レ上坂.八

木田兩氏 ノ弧束脊髓路ニ該當 スルモノナラン.

 2) 背縦束 ノ外 側ニ存スル迷走運 動核 ヨリ發生

シ,正 中腔灰 白質外側ニ沿フ テ走ル迷走運動根 繊

維 ア リ.

 3) VIII對 神經後根ノ二次繊維 トンテ背 側大細

胞核 ヨリ發生 スルモノハ其 ノ過半數ハ 正中腔灰白

質ニ 近ク背縦束ニ 向ツテ走 リ,之 ガ中腹ヲ貫通 シ

テ縫際ニ達 シテ交叉 スルモノノ如 シ.又 他 ノ一部

ハ核ヨ リ發生 シタル後直チニ稍 々腹外方ニ向 ツテ

進行 シテ弧束ノ外側 ヲ通過 ン,背 隆起 ノ中軸部 ヲ

走 リテ縫線 ノ腹方部ニ向 フモ ノア リ.此繊 維 ハ龜

ニ於テハ網樣質 ノ他種繊維 ト判然區別 シ得ル ト雖

モ,他 種(蜥蜴及ビ蛇)ニ ア リテハ其 ノ區別判然 セ

ズ.之 所謂腹側弓形繊 維 ノ一部ナ リトス(Fig . 10.

Fib. arc. v).

 尚 ホ口方聽神經後根ノ消失スル高サニ於テハ同

神經前根 ノ二次繊維ハ網樣質 内ニテ集束 シ著 シキ

強束 トナ リテ背縦束 ノ外側 ヨリ同束背端ニ昇 リ之
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ヲ越エテ内側ニ行 ク(559號 切片).

 4) 尚ホ口方 ノ切片(556號)ニ 於テハ顔面神經

出現 シ,其 ノ運動根ハ背縦束ノ外側ニアル顔面核

ヨリ發生 シ,網様質中ヲ 貫キテ外背方ニ進 ミVIII

對神經前根 ノ腹側ニ至ル.

 5) 更ニ口方ニテ顔面 神經運動根 出現部ヨ リ8

枚 目ノ切片(538號)ニ 於テハ三叉 知覺 根 ノ二次繊

維現出ス.之 ハ極 メテ繊細 ナル繊維 ニシテ,三 叉

運動核ヲ 貫通シテ背縦束ニ 向 ツテ走リ,其 ノ外 側

ヨリ背端ニ近 ク之ヲ貫通 シテ反對側ニ至 ル.

 三叉神經 核 ノ全部 出 現セ ル切片 ヨリ25枚 口方

(0.775mm)即 チ517號 切片ニ於テハ網樣質ハ全

ク消失ス.

  背 側大細 胞 核Nucleus mugnocelluluris

        dorsalis.

 舌 下 神 經 根 消 失 シテ後23枚口 方 ノ切片(No.

623)ニ 於テ迷 走神經根 ト共ニ聽神經背側大細胞核

ヲ見 ル.之 ハ背隆起 ノ背 部中ニ於テ少 シク外側ニ

偏 シテ 圓ク 現 出 シ,前 頭方 ニ進ムニ從 ヒ漸 次 内方

ニ移 動 シ,核 ノ下 端 ヨ リ15枚 目切 片(No.608)ニ

至 レバ弧 束 ト共ニ 内側 ノ腦 室ニ 向 ツテ 著 シク凸隆

ス ルヲ見 ル.而 シテ其 ノ下端 ヨ リ上方52枚 目 切片

ニ於 テ外 旋根 ト共 ニ全 ク消失 スル モ ノ トス(Fig.

9, 10及 ビ11. Nu. mag. d.).

  板 状 核Nucleus lamiualis.

 背 側大 細胞 咳 ヲ上方 ニ延 シ タル 部ノ 背 外 縁 ニ沿

ヒ長 ク線 状ニ 現 出 ス.此 部 ハ背側 大細 胞核 ノ消 失

シテ後 約10枚口 方ノ 切片ニ 見 ル所 トス.

  隅 角 核Nucleus angularis.

 小 腦 ノ兩端 ガ延髓 ヘ連 結 セ ン トスル高 サ ノ切 片

(545號)ニ 於 テ延髓 最 外背 端 部 ノ内側 ニ出 現 スル

核 ニ シテ紡 錘 形 ヲ呈 シ,其 ノ長軸 ハ延髓 背外 縁 ニ

洛 ヘ リ.此 核ハ 僅 カ3枚 位 ノ切片 ニ於テ 之 ヲ見 ル

ノ ミ.

正中 管 及ビ 菱 彦 窩Canaliu centralis u. Ecven

           rhomboidalis.

正 中 管:延髓ノ 最尾 端 ニ於 テハ甚ダ 細 ク其ノ 横

断口 ハ橢圓 形 ヲ呈セリ.此 管 ハ稍 々背 方ニ 偏 シ,

延髓 背縁 ヨ リ0.6mm腹 縁 ヨ リ1.1mm隔 タリテ 存

在 ス.

 延髓 下端ヨ リ15枚 前 頭 方 ノ切片 ニ於テハ 急 ニ

擴 大 シ,更ニ 上方ニ 進 ム ニ從ヒ益々擴大 ス.下 方

ヨ リ21枚 目 ノ切 片 ニテ 其 ノ背 壁 ハ開 キ菱 形 窩 ノ

下端即 チCalamus seriptoriusノ アル部ニ 移 行 ス.

更 ニ上 方ニ 進ミ テ小 腦 ノ出 現 スル切片(No.589)

ニ於 テハ 同 窩 兩側壁ノ 間隔 ハ1.85mm,窩 ノ深 サ

0.9mmナ リ.此 部 ヨ リ下 方 ニ於 テハ背 側 ニ脉 絡膜

著 シク現 出 セ シモ,小 腦顯 ハルルニ 至レバ脉 絡膜

ハ少 クナ リ,小 腦 ガ延髓ト連續ス ル 切片(542號

切 片)ニ 至 レバ至 ク脉 絡膜 ヲ見 ザ ル ニ至 ル.而 シ

テ菱形窩 ノ兩 側壁ニ シテ比 較的菲薄ト ナレ ル延 髓

背 隆 起 ト小 腦 トハ相 連 ナ リ,環 状ニ 第4腦 室 ヲ圍

繞 スル ヲ見 ル(Fig. 12).

 小 腦 ノ屋 核(Dachkern)ノ アル切片(510號Fig.

13)ニ 於 テ ハ第4腦 室 内腔 ハ丁字 形 トナリ 上方 ニ

昇 ル ニ從 ヒ 漸次 其 ノ高サ竝ニ 横徑 ヲ減シ,終ニ 延

髓 最 上 ノ切片(494號)ニ 至 レ バ横徑1.0mm,高

サ0.2mmナ ル丁 字形 管 トナ リ,中 腦 ノSylvii氏

導 水 管 ニ移行 ス(Fig. 14).

  背縦 束Fasciculus longitudinalis dorsulis.

 延髓 最 尾端 ノ切 片 ニ於 テハ 正 中管 ニ 近 ク其 ノ腹

方 ニ存在 シ,共 ノ背端 ハ指 頭 状 ノ隆起 トナ ツテ 正

中腔灰 白 質 ニ向 ツテ突 出 セ リ.此 束 ノ横斷 面 ハ比

較 的鬆 疎 ノ状 ヲ呈 ス.

 前連 合(白 質連 合)ハ 背 縦 束背 端 ヨ リ腹 側 ニ ア

リ.其 ノ交 叉繊 維 ハ極 メテ繊 細 ニ シテ且鬆 疎 ナル

ヲ以 テ他種 ノ密 在セ ル モ ノト 大 ニ其 ノ趣 ヲ 異 ニセ

リ.

 左右背縦束間ノ縫線繊維ハ腹 方ニ進ムニ從ヒ其
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ノ濃度 ヲ増 ス.然 レドモ 最腹 方 ノ一部 ニテハ鬆 疎

 ニ シテ横 走繊 維 ノミ存 在 セ リ.前 頭 方 ニ進 ム ニ従

ヒ同束 ハ背 方ニ移 動 ス.

小 腦 ノ現 出 スル 切片(589號)ニ 於 テハ,背 縦束

ノ大 サハ 横徑0.3mm,背腹 徑0.65mmニ シテ左右

束 間 ノ距離0.1mmナ リ.併 シ束 ノ背端 ト腦 室底 ト

 ノ間ニ ハ 殆 ド灰白 質 ヲ見 ズ.

 小腦 兩 側縁 ガ延髓 ト連 ナル 切片(No.542)(Fig.

12)ニ 至 レバ本束 ノ背側 ニ灰白 質 著 明ニ 現出 シ,前

頭 方ニ 進 ム ニ從 ヒ 漸次 増厚 シテ終ニ 滑車 神 經及 ビ

動 眼神 經 ノ核 ノ高 サ ニ於 テ ハ之等核 ハ其ノ灰 白 質

内ニ 包 含 セ ラル ルヲ見 ル.背縱 束ノ 背腹 徑ハ 上 方

ニ昇 レバ漸次短 クナ リ,左右 兩束 ノ間隔 ハ0.18mm

計ト ナ ル.延髓 最 上 ノ切片即 チ 滑 車神經 核 ノ出 現

スル切片(No.488)ニ 於 テハ 兩束 ノ間隔 ハ0.2mm

ヲ算 シ,束 ノ横 徑 ハ狹 クナリ 僅ニ0.12mmト ナ ル.

他 種類 ノ所 見ト 異 ナ リテ束 ハ殆 ド孤 立 シ,其ノ 外

方 ニハ漸次 小 トナル細繊 維束 ガ4, 5束 存 在 ス ル ノ

ミ下橄欖Oliva inferior.

 既ニ 舌 下神 經根 ノ現 出セル 切片ニ 於 テ之 ヲ明視

ス ルヲ得.其 ノ位 置 ハ縫線 ノ腹 方 端 部 ノ兩側 ニ シ

テ 廣 キ透 明部ト シテ顯 レ,舌 下根 最 上端部 ノア ル

切 片 ノ少 シク尾 方 迄幽 カニ之 ヲ認 ムル ヲ得.

  上橄欖Oliva superior.

 外 旋 神經 根 ノ外 側 ニ出現 シ(No.574)(Fig. 10.

Ol. Sup).其 ノ高 サ31枚 切片(1.085mm)ニ 亙 レ

リ(543切 片 迄).

  縫 線核 及 ビ網樣 質細 胞

 延髓 ノ全 長ニ 亙リ テ 斷續性ニ 存在 ス.

  小腦

 延髓 下端 部 ヨ リ109枚 上方,Culamus scriptorius

〓ヨ リ88枚 上方 ノ切片 ニ於 テ小腦ノ 尖 端 出現 ス.

蔓 延 髓菱 形窩ノ 背 部 ヲ被 蓋 シ兩 者 ノ間ニ脉 絡膜 ノ

進 入 スルハ一 般 ノ所 見 ト異 ナル所ナ シ.

 小腦組織ハ内部ハ顆粒層 ヨ リナ リ,表層ハ 分子

層.兩 層間ハPurkinje氏 細胞層 ヨ リナルノ事實

モ一般 ノ所見 ト一致ス ル所 ナリ.

 小腦尖端ヨリ38枚 上 方ノ(其 ノ間1.33mm)切

片ニ於テ其 ノ兩側ニ少量 ノ繊維 ヲ出現 シ,且 分子

層外 側ニ近 ク左右ニ大背 核及ビ小腹核出現 ス.

 小腦尖端 ヨリ48枚 上方(1.72mm上 方)ノ 切片

ニ於テ小 腦 ノ兩側縁 ガ延 髓 背 隆 起 ノ背 端 ト連 リ同

時ニ 前 述 ノ兩核 ハ稍 々小 トナ ル.

 核 ノ下 端 ヨ リ12枚 上 方 ノ切片ニ 於 テ外 側 ノ腹

核 ハ消 失 ス.

〓 上 方ニ 進 ムニ 從 ヒ延髓 背隆 起 ハ全 ク小腦 ノ兩側

部 ト融 合 シテ一 連續 トナ リ.延髓 ヨ リ多 量 ノ繊維

小腦ニ 進入 セル ヲ見ル.就 中側 方 ヨ リPurkinje

氏細胞 層 ニ昇 ルモ ノハ背 側 脊髓 小 腦路Tractus

cerebello-spinalis dorsalisノ繊 維ニ シテ 少 シク腹

方 ノ顆粒 層ニ 昇 ル モ ノハ腹側 脊 髓 小腦路Tractus

cecebello-spinalis ventralisノ繊 維 ナ リトス.

 小 腦 尖端 ヨ リ68枚 上 方(即 チ2.38mm上 方)ノ

切 片ニ 於テ 第4腦 室 背端 部 ノ兩側壁 ハ肥厚 ヲ姶 メ

内ニ 屋 核 ヲ藏 スルニ 至 ル.ソ レヨ リ更ニ11枚 上

方 ノ切 片 ニ至 レバ 左右 ノ屋 核 ハ 最モ著 明ニ發 育 シ

互ニ 接 着(Fig. 13)ス ル ヲ見 ル.更ニ 上方ニ 進

メバ顆 粒層 ハ 表面 ノ分 子層ニ 由 リテ全 ク圍繞 セ ラ

レテ終ニ 小腦 中央ニ 島嶼 状ニ 遺殘 ス ルニ至 ル.此

島嶼 状顆 粒層 ハ499號 切片即 チ屋 核尾 端 ノ出現 部

ヨリ22枚 上方(0.27mm)ノ 切片ニ 於 テ 全 ク消 失

ス.

 小 腦 ノ出 現部 ハ103枚(3.605mm)ノ 切 片ニ 亙

レ リ.

  滑 車神經 根

 核 ハ489號 乃至470號 ノ切片即 チ19枚(0.665mm)

ノ切 片 ニ亙 リテ存 シ,根繊 維 ハ498號 乃至474號

ノ切片 即 チ24校(0.84mm)ノ 切片ニ 亙 リテ之 ヲ

見 ル.
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  動眼神經根

 核ハ463號 乃至449號 ノ切片即 チ14枚(0.49mm)

ノ切片ニ亙 リテ存在 シ,根繊 維 ハ463號 乃至449

號 ノ切片即 チ14枚(0.49mm)ノ 切片ニ亙 リテ之

ヲ見 ル.

      第2項 黒 蛇

體重 112.5g 黒 蛇 材料總數平均 194.87g

 腦 量 0.23g 同上平 均 0.264g

   體 重 トノ百分 比 0.13547%

 腦 ノ長 徑 17mm

 延體 ノ長 サ 3.9mm 切片番 號 尾 端No.534ヨ リ

     嘴 端No.405ニ 至 ル130枚

 嘴端 部 ノ横 徑 3.3mm 腹 背徑 3.0mm

 尾端 部 ノ横 徑 2.2mm 腹 背徑 1.55mm

  顯微 鏡的 所見

  舌 下神經 根

 No.534切 片 ヨ リ現 出 ス.

 此 切 片ニ 於 ケ ル延髓 尾方 端 ノ状 ハ脊髓 ノ如 ク ニ

シテ 横斷 面 ハ心 臓形 ヲ呈 シ,後 索Hinterstrangハ

弧 線 帯状 ヲナ シテ背 側 ヲ圍ミ 「ま む し」ノモ ノ ノ如

ク一 直線 ヲナ サズ.左 右 後角 間 ヘ入 り込 ム程 度 ハ

「とか げ」ノモ ノノ如 ク深 カ ラズ ト雖 モ僅ニ 嵌 入 ス

(Fig. 15).

 蝴 蝶形 ノ灰 白 質ハ 其 ノ境 界稍 々 不明 瞭 トナ ル.

殊ニ 前角 ノ外側ニ 於テ 然リ(Fig. 15及 ビ16).

 正 中 管 ハ中 心 ヨ リ稍 々腹方ニ 偏 在 シ,背 縁 ヨ リ

1.0mm腹 縁 ヨ リ0.55mmノ 所 ニア リ.極 小 ナ レ ド

モ其 ノ管 腔 ハ 明 カ ニ認 メ得.白 連 合 ハ正 中管 ト背

縦束 トノ間 ニ存 在 ス ル モ此 位 置 ノ關 係 ハ他 ノ2種

ニ於 テ 各々 大 ニ差 ア リ.

 背 縦束 ハ 可 ナ リ大 ニ シテ腹外 方ニ 延 長 シテ八 字

形 ノ横 斷 面 ヲ呈 ス(Fig. 15).

 前 縦 裂ハ 可 ナ リ廣 シ.

 舌 下 神經 根 ハ其 ノ出 現 ヨ リ11枚 上 方 ノ切片(523

號)ニ 於 テ核ニ 達 セ ル ヲ見 ル.

 舌下核細胞 ハ大ニ シテ多角形ナリ.核 ノ下端 ノ

切片ニ テハ僅ニ3箇 ノ細胞 ヲ見ルノ ミナレ ドモ,

上方 ニ進 ムニ從ヒ細胞數増加 シ終ニ1側ニ 約20

箇ヲ算スルニ至ル.核 ノ位置ハ正中管ヨ リ僅ニ背

方 ニシテ前角 ノアリ シ部 ノ外境ヨリ約0.12mmヲ

隔テテ存在 ス(Fig. 15及 ビ16. Nu. XII).

 此核 ヨ リ發セルXII對 神經繊維 ハ初 メハ分散 セ

ル状ニ於テ内腹方ニ進 ミ前角尖端ニ 當ル部ニ於テ

急ニ束 トナ リ方向 ヲ轉ジテ腹外方ニ向 ヒ延髓外腹

側壁 ヨリ外出ス.

 本核細胞 ハ長徑0.02mmノ 大多角細胞ニ シテ極

メテ鮮明 ニ現出セ リ.

 正中管竝ニ 前角部ハ共ニ上 方ニ進 ムニ従 ヒ漸次

背 方ニ移動スルヲ以テ舌下神經根 ノ屈曲ハ漸次其

ノ度 ヲ強メ下方ニ於テハ鈍角 ナ リシモノ上方ニテ

ハ殆 ド直角ニ 近クナル.

 舌下神經根ハ可ナ リ太 ク0.025mmノ輻 ヲ有 シ

其 ノ下端部ヨリ48枚 上方 ノ切片(486號)ニ 至ル

迄存在シ,核 細胞 ハ尚ホ2枚 切片丈 ケ上方ニ延長

セルヲ見 ル.

  副神經根(XI對)

 迷走神經腹核 ヨリ出デ外背方ニ向 ヒテ進ミ次デ

外方ニ一直線ニ走行 シ,三 叉神經 下行根 ヲ貫通 シ

テ外出ス.

 XII對 神經根出現部 ノ高サ即 チ506號 乃至494

號 ノ切片ニ出現 スル餘 リ太カラザル繊維束ア リ,

其 ノ存在 ノ高サニ由リXI對 神經根繊維ナ ラント

思ハルルモ断言 シ難 シ(Fig. 15).

  迷走神經根

 知覺 根ハ正中管〓開部即チCalamus scriptorius

ノ部ヨ リ2枚 上方 ノ切片(478號)ヨ リ出現ス.三

叉神脛下行根 ノ背部 ヲ横貫 シテ進入 シ地平ニ 走 リ

弧束ニ入 り同束r/3計ノ部ヲ形成 ス.可 ナリ著明ナ

ル繊維束ニ シテ0.04mmノ 幅 ヲ有 ス(Fig. 17及

ビ18. N.X.s.).
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 迷走運動根ハ稍々尾方 ノ切片ニ 於テ細小 ナル數

條 ノ横繊維束 トシテ出現 スルガ如 シ ト雖 モ之等ハ

只 其高サ ト位置 トニ由 リX對 神經根ナ ラント推測

シ得 ルニ過ギズ.上 方ニ昇 リCalamus scriptorius

ヨリ12枚 許リ上方 ノ切片(468號)ニ 至 レバ迷走

運動根 ハ明確太キ繊維束 トナ リテ現出 シ知覺根 ト

共ニ三叉神經 下行根 ノ背部ヲ貫 キ外出ス.

  舌咽神經根(IX對)

 黒蛇ニ於テハIX對 神經根判明セザルガ故ニ「ま

む し」(XXII號 材料)ニ 就キ之ヲ記載セ ント欲 ス.

 IX對 神經運動根 ハVIII對 神經後根 ノ現出シ始

ムル高サニ於テ(No.228-229切 片)三 叉神經 下

行根 ノ直ダ背 側ヨリ外出スルヲ見ル.其 ノ起始部

ハ顔面神經背核 ノ附近ニ シテ細 キ根繊維ハ顔面神

經運動根 ヨ リ僅 ニ腹方 ヲ通過ス.

 同神 經知覺 根ハ運 動 根 ヨリモ3枚 尾方 ノ切片

(232號)ニ 於テ現出シ始ム.運 動根 ノ直 グ背方 ヨ

リ進入 シ直チニ弧束ニ入 リ其 ノ約半部 ヲ形成ス.

此知覺根下端 ヨリ6枚尾 方 ノ切片(238號)ニ ハ迷

走知覺根 ガ現レ弧束 ニ入 り其 ノ半部 ヲ形成セ リ.

(此項 ノミ「まむ し」ヲ材料 トス).

  顔面神經根及 ビ核

 知覺根

 VIII對 神經 後根消エ ントスル高サノ直グ尾方

ニ於テ聽神經 前根 ノ背側ニ出現 スル小束ニ シテ弧

束内ニ入ル.

 顔面神經運動核及ビ運動根(Fig. 19. Nu. VII. d.

Nu. VII. v.及 ビN. VII).

 顔面神經運動核ニ背核 ト腹核 トヲ區別ス.兩 者

ノ距離僅 ニ0.2mmニ シテ腹核ハ延髓腹側面ヨ リ

0.05mmヲ 隔テテ白質中 ニ存 シ,背核 ハ第4腦 室

底 ヨ リ約0.3mm腹 方ニ シテ,縫 線 ヨ リ約0.5mm

外 方ニ位 ス.而 シテ腹核 ヨ リ發シタル根繊維 ハ背

核 ニ向 ツテ走 リテ之ヲ通過 シ直チニ口方ニ 向ツテ

屈曲シ暫時ニ シテ外 方ニ進ミ延髓外側縁 ヨリ外出

ス.

 顔 面神經 運 動根 ハ稍 々強 大 ナル緻 密 ノ束(太 サ

0.04mm)ト ナ ツテ現 ル.

 顔 面神經運 動核 ハ462號ヨ リ454號 迄即 チ8枚

ノ切 片ニ 亙 リテ存 在 シ,運 動 根 ハ449號 乃至444

號 ノ6枚 ノ切 片 ニ亙リ 存 在 セ リ.

  弧束

 黒蛇 ノ弧 束 ハ他 動 物 ノモ ノ ト全 ク其 ノ形 ヲ異 ニ

シ,延 髓 横斷 面 ノ最 背 部 ニ於 テ白質 中 ニ存 シ其 ノ

横斷 口 ハ背 内方 ヨ リ腹外 方ニ 向 ヒ弧 線 ヲ劃 シ,兩

側 ノモ ノ ノ全 體 ハ八 字 形 ヲセ リ.口 方ニ 進 ム ニ從

ヒ束 ノ繊維 増 加 シ束ハ 大ト ナル.

 弧束 存在部 ノ高サ ハ492號 乃至457號 即チ35枚

ノ切 片(1.05mm)ニ 亙 リ,其 ノ間 ニ迷 走舌 咽及 ビ

顔 面神經 ノ知覺根 ヲ受 ケテ其 ノ上端 ハVIII對 神

經 ノ出現 後須臾 ニシテ 消失 ス(Fig. 18. u. 及 ビ19).

  外旋神 經 根及 ビ核

 VIII對 神經 前後 兩 根 共存 在 セ ル切片(450號)ニ

於 テ 著 明 ニ現 ル.尚 ホ此 切片 ニ於テ ハVII對 神 經

運 動根 モ出 現 セ リ(Fig. 19. N. VI.).

 外旋 核 ハ背 縦束 ノ背 端 ヨリ稍 々腹 方ニ シテ其 ノ

外 側ニ 存 在 ス(Fig. 19. Nu. VI.).

 核 ヨ リ出タ ル外 旋神經根 ハ稍 々外 方 ニ傾 キ腹 方

ニ走 リテ外 出 ス.微ニ 外 側ニ凹 側 ヲ向 ケテ彎 曲 セ

リ.其 ノ外 出 部 ハ縫線 ノ側方0.9mmノ 所ニア リ.

 同根ハ3, 4ノ 小 束ヨ リナ リ全 體 ノ太 サハ 約

0.1mmナ リ.

 外 旋核 ハ454號 乃至441號即 チ13枚 ノ切 片

(0.39mm)ニ 亙 リ出 現 セ リ.

  三 叉神 經 根 及 ビ核

 三叉 知覺 核ハ 迷走 神 經根 ノ存 セル477號 切片 ヨ

リ415號 切片ニ 至 リ實ニ62枚 ノ切 片(1.260mm)

ニ亙 リテ存 在 ス.迷 走知覺 根 ノ腹 側即 チ延髓 背 隆

起 ノ基底ニ 近 ク梢 々外 側ニ 偏 シ著明 ノ核 トナ ツテ

出現 セ ル ヲ見 ル(Fig. 19, 20及 ビ21. Nu.V.s.).

85



776 横 山 光 永

 同核ハ背外側 ヨリ三叉神經 下行根ニ依 リテ圍繞

セラル.

 口方 ニ進 ムニ從ヒ 同核ハ 漸次 腹 方ニ轉 位 シテ

470號 ノ切片ニ於テハ殆 ド第4腦 室底ニ接 スルニ

至 ル.444號 ノ切片 ニテハ聽神經 前根 ノ直腹側ニ

アル三叉神經領域ハ膨大 シ外側ニ廣キ濃染セル三

叉神經下行根 ガ現出シ,其 ノ内側ニ廣 ク知覺 核存

在 シ更ニ其 ノ内側ニ運動核現出 セルヲ見ル(Fig.

21).

 口方ニ昇 リVIII對 神經前根 全ク消失スル時ハ

三叉神經 ノ現出其ノ極度ニ達 シ,其 ノ全領域横斷

面ハ二等邊三角形ヲ呈 シ,其 ノ廣邊ハ運動根 ヨリ

ナ リ其ノ長サ1.2mm他 ノ二等邊ハ長サ0.9mmヲ

算スルニ至ル(Fig. 20).

 運動根ハ二等邊三角 ノ底邊 ヲ作リ最腹側ニア リ

3, 4條 ノ太 キ濃染束 トシテ現出セリ.

 同根ハ運動核 ノ背側ヨリ出デテ外腹方 ニ向ヒ恰

モ三叉神經領域 ノ内腹 側ノ境界 ヲ作ル.全 根 ノ廣

徑0.17mmナリ(Fig. 20. N.V.m.).

 知覺根ハ三叉 神經領域 ノ外縁 ヲ形成 シ内腹側 ノ

運動根 トノ間 ノ凹陷部 ヲ充填 セル知覺 核ニ進入 ス

ルヲ見 ル.

 三叉運動核 ノ位置 ハ延髓斷 面ノ外腹隅 ト室底境

界溝(Sulcus limitans)ト ノ中間ニ 在 リ(Fig. 21.

Nu. y. mot.).

 運動根 ハ上下0.57mmニ 亙ル高サニ存在 シ420

號切片ニテ消失 シ,運 動核 ハ上下0.87mmニ 亙ル

高 サニ現出 シ415號 切片ニテ消失ス(Fig. 20及

ビ21).

 三 叉 知覺 核ハ上下1.26mmニ 亙 ル高サニ顯 レ

415號 切片ニテ消失スルモ(Fig. 19, 20及 ビ21).

三叉下行根 ノ長サハ余 ノ標本ニ テハ確定 スル能ハ

ザ リキ.

 三 叉 中腦 根ハ三叉知覺根 ノ消失 スル頃 ノ切片

(422號 切片)ニ 於 テ三叉神經領域 ノ背方,室 底 ト

延髓外縁 トノ中間部ニ現出ス.口 方ニ進 ムニ從ヒ

内方ニ向 ヒ室底 ニ近ヅキ,409號 切片ニ至レバ 背

縦束 ノ側部 ト並列 シ397號 切片(最 下現出 ヨ リ15

枚 ノ切片即 チ0.45mm上 方)ニ 至 レバ背縦束 ノ側

方 ヨリSylvi氏 管 ノ外背側ニ延長セル滑車神經根

ノ外側ヲ背走 シ終ニ滑車神經交叉 ノ背側 ニ達 シ,

僅ニ之 ヲ隔テテ存在セ ルヲ見ル.同 根繊維ハ上記

徑路中絶 エズ起首細胞 ヨリ發生スルモノトス(Fig.

22. Rad. mes. V.).

 429號 切片ニ於テ三叉根進入部 ヨリ少數 ノ三叉

知覺繊 維 ガ分レ内背方ニ進 ミ強ク外方ヘ屈曲 シテ

小腦ヘ入 ルヲ見 ル(Fig. 21).

聽神經根

 後 根及ビ前根 ヲ區別ス.

 後根

 外旋根 ノ外出スル切片(458號)ヨ リ現出ス.延

髓背隆起 ノ最背端 ノ外側ヨ リ進入シ,0.22mmノ

幅ヲ有ス.延髓 内ヘ入ルヤ後根 ノ最腹側ノ繊維ハ

却 ツテ延髓 ノ背方ニ進 ミDeiters氏 背核 ノ背側ヲ

繞 リ第4腦 室側壁 ノ灰白 質 ノ外 側ニ沿ヒテ背縦束

ノ外側ニ達 シ分散 シテ束中ニ入 ル.其 ノ一部ハ内

走 シテ縫線ニ 赴ク(Fig. 19. N. VIII. P.).

 根繊維 ノ爾餘 ノ大部分中,其 ノ一部ハDeiters

氏背核へ進入 シ終止スルガ如 シ.他 ノ大部分ハ 深

ク室側壁 ニ近ヅキ次デ尾方ニ屈曲 シテ下行纎維 ト

ナルガ如 シ(Fig. 19及 ビ20. W.W.).

 此屈曲部ニ於テハ後根及ビ前根 ハ1列ノ 線 ヲ作

レリ(Fig. 19及 ビ20. W.W).

 後根 上端部 ノアル最終切片ハ443號 ナ リ.

 前根

 後根尾方部出現 ヨリ2枚目 口方 ノ切片(456號)

ニ於 テ現出シ,後 根 ノ腹側ニ沿 ヒ延髓背隆起ニ進

入 シ,僅 ニ背腹 ノ幅 ヲ増シ,0.28mmノ 太キ束 トナ

リテ内走 シ,後 根 ノ停止線 ヨリ腹 側ニ於 テ之 ト斜

ニ並列 シ尾方ニ屈曲シテ下行繊維 トナル ガ如 シ.
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  VIII對神 經 ノ諸 核

 後根 ノ未 ダ現 出 セザル 尾 方 ノ切 片(467號)ヨ

リ顯 ハ ル ル著 大 ノ核ア リ.延髓 背隆 起 ノ最背外 側

ニ於 テ紡 錘状ニ 現 出ス.是 レDeiters氏 下背 核

Nucleus dorsnlis inferior Deitersiニ シテ後 根ニ 屬

スル モ ノ トス(Fig. 19).

次 ニ 後 根 ノ將ニ 進入 セ ン トスル 切 片(460號)

ニ於 テ室底灰白 質 ノ直グ外 側ニ1核 ヲ見 ル.是 レ

Deiters氏 内腹 核(Nuclens ventralis medialis桑

原 氏)ニ シテ前根ニ屬 ス.

 前 根進 入 セル 高 サ ヨリ 少 シ口 方(約3枚 目 ノ切

片)ニ 於 テ 内背 核(Nucleus dorsalis medialis桑

原氏)及 ビ外腹 核(Nucleus ventralis lateralis桑

原 氏)ヲ 見 ル.

 445號 ノ切 片ニ 於 テ ハ後根 及 ビ下背核 ハ消 失 ス.

 背 側大細 胞核Nucleus magnocellularis dorsalis

及 ビ板 状核Nuclus laminalisハ 明 確ニ 認識 スル ヲ

得 ザ リキ.

  網樣 質Substantia reticularis.

 龜ニ 於 テ記 載 セ シ如 ク背縦束 ノ外側ニ 於 チ網 樣

ニ各種繊 維 ノ交 錯 セル地 ア リ.此 網樣 質 ハ黒 蛇 ニ

於 テハ 龜ニ 比 シ多數 ノ繊維 ヲ含 メ リ.

 1) 迷 走神經 第 二路 ハ486號 位 ノ切 片 ヨ リ,弧 束

内側灰 白 質 ヨ リ發 生 スル細繊 維 ヨ リナ リ腔灰 白質

ノ側 方 ヲ腹方ニ 走 リ背 縦束 ノ外 側 ニア ルKappers

氏 ノ所 謂mediales Vagusgrauニ 入 ルモ ノナ ラ

ン.

 2) 迷走神經運動繊維ハ背縱束 ノ外側ニ アル核

ヨ リ發生 シ網樣質内ヲ貫通 シテ蓮 動根ニ至 ル.

 其 ノ運動繊維 ハ中途知覺繊維 ト伴ヒテ走行ス.

 3) 脊髓白連合 ノ連 續ナル連 合繊維ハ背縦束 ノ

背端 ヨリ其 ノ外側ニ沿 ヒテ網樣質内ニ分散 シ腹方

ノ白質内ニ入 ル.此繊維ハ 口方 ニ於テハVIII對 神

經根 ノ藍ル頃 ニ至 リテ消失ス.

 4) VIII對神 經 根 ノ出 現スル部 ニテハ網樣 質

ハ同神經 第 二路 ノ繊 維 ノ出現 ニ依 リテ著 シ ク緻 密

トナ ル.

 背 方 ニア ルモノ ハ 後根 ノ第 二路 ニ シテ腔 灰 白 質

ノ外 側 ヲ腹 方ニ 走 ル内 弓 形 繊維Fibrae arcuatae

internaeヨ リナ ル.此 者 ハ室 底ノ 傍 ニ於 テ2種 ノ

方 向ニ 分 ル.背 側 ノモ ノハ 背 弓形 繊維 トナ リテ背

縦 束 ノ背端 部ニ 進入 シ縫線ニ 至 ル.腹 方 ノモ ノハ

腹 弓形 繊維Fibrae arcntae ventralesト ナ リテ網

樣 質 中 ヲ貫 キ縫線 ノ腹 部ニ 向 フ.

 5) 網 樣 質中 央部ニ ナル モ ノハ前根 第 二路 ノ繊

維 ニ シテ背 縦 束 内ニ 入 ル.

 6) 口方 三叉 知覺 根 ノ第 二路 ノ繊 維 ハ 内走 シテ

緻 密 ナ ル繊維 束 トナ リ背 縦束 ノ外 側 ヲ背 方 ニ進 ミ

同 束 背端ヲ 越エ テ縫 線 ニ至 ル(Fig. 21. F.V. 2).

 此 部 ヨ リ約10枚 計口 方 ノ切 片ニ 於 テ網樣 質 ノ

内 弓形 繊維 ハ幽 微 トナル.

  正 中管 及 ビ菱 形 窩

 延 髓 ノ尾 端部ニ 於 テハ正 中 管極 メ テ細 ク シテ其

ノ横 斷 口ハ稍 々橢 圓形 ヲ帯 ビ背 腹 ノ方 向ニ 長 シ.

而 シテ 其 ノ位置 ハ延 髓 横斷 面 ノ正 中 ヨ リ少 シ ク腹

方 ニ シテ延 髓背 縁 ヨ リ0.9mm腹 線 ヨ リ0.7mmノ

所 ニ ア リ.

 口方ニ 昇 ルニ 從 ヒ管 ハ漸次 背 腹ニ 延 長 シ,479號

ノ切 片,延 髓 尾端 ヨ リ1.65mm口 方,即 チ55枚

口方 ノ切 片ニ 於 テハ 管 ノ背 壁全ク 開 キ,calamus

scriptoriusノ 部 トナル.

 菱 形 窩ハ 此部 ヨ リ口方 ニ至 ルニ 從 ヒ其 ノ幅 ヲ増

シ聽 神經 根 部 ノ高サ(456號 切 片)ニ テハ0.55mm

深 サ0.5mmト ナル.

 更 ニ口 方 ニ至 ル ニ從 ヒ漸 次變 形 シ次 ノ如 キ 直徑

ヲ有 ス.

 No.438切 片VII運 動繊維 出現 ノ高 サ ニテ

       幅0.65mm深 サ0.4mm (Fig. 37)

 No.444切 片VIII前後 根 現出 ノ高 サ

       幅0.5mm深 サ0.5mm
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No.430切 片 V神經 第 二路 出現 ノ高サ ニテ

幅0.8mm深 サ0.3mm

No.421切 片 幅1.1mm深 サ0.3mm(Fig. 38)

No.414切 片 IV核 出現 ノ高 サ ニテ

幅1.40mm深 サ0.7mm(Fig. 39)

No.405切 片 IV核 出 現 ノ高 サニテ

       幅0.9mm深 サ0.6mm

  背縱 束Fasciculus longitudinalis dorsalis.

 最 尾 方 ノ切 片(534號)ニ 於 テハ 正中 管 ヲ腹 側

ト兩側 トヨリ圍 メル 白連 合 ノ腹 側 ニ全部 存 在 ス.

 緻 密 ナル背縱 束 ノ兩 横 斷 面ハ 太 キ八字 形 ヲナ シ

テ延髓ノ 腹 側 縁 ニ達 ス.

 523號 切片 ニ至 リテ 前縱 裂 ノ消失 ス ル ト共ニ 著

シ ク背 方 ニ移轉 シ,口 方506號 切 片(Fig. 15)ニ

於 テ其 ノ背腹 ノ直徑0.5mmト ナル.而 シテ其 ノ

背 端 ハ左 右 ノ白質 ニ比 シテ漸次 背方 ニ進 出 シ.三

叉神經 根 ノ消失 スル頃 ノ高 サ(422號 切片)ニ 至 レ

バ其 ノ極 度 ニ達 シテ突出 部 ノ高 サ0.1mmヲ 算 ス

ル ニ至ル.次 デ 口方 ニ進 ムニ 從 ヒ漸次 突出 ノ度 ヲ

減 ジ同時 ニ兩 側 ハ外 方 ニ擴 ガ リ405號 切片 ニ至 レ

バ全 ク外 方 ニ擴 ガ リテ其 ノ外端,三 叉 中腦 根 ノ部

ニ達 セ ル ヲ見 ル(Fig. 22).

  橄 欖

迷 走神經 根 ノ出 現 セ ル514號 切 片 ニ於 テ舌 下神

經根 ノ兩側 ヨ リ縫 線 ノ近 ク ニ迄 比較 的 大 ナ ル細 胞

ノ散 在 セ ル ヲ見 ル.之 恐 ク ハ下橄 欖 ナ ラ ン.ソ レ

ヨ リ口方46枚 目 ノ切 片(468號)ニ 迄 之 ヲ認 ム ル

事 ヲ得.此 高 サハ 顔面 運 動核 ノ出 現 部 ヨ リ僅 カ尾

方 ナ リトス(Fig. 15. Ol. inf).

 顔 面神 經核 ノ出現 ス ル高サ(465號 切片)ニ 至 リ

同神 經 腹核 ノ外 側 ニ灰 白 質出 現 ス.之 上橄 欖 ナ ラ

ン.夫 レヨ リ口方9枚 目 ノ切 片 ニ於 テ消 失 ス ルヲ

見 ル(Fig. 19. Ol. sup).

  網樣 質 及 ビ縫 線 ノ細胞

 大 細 胞 ニ シテ種々 ノ高 サ ニ於テ 不規 則 ニ出現 ス.

  小腦

 後 四疊體 ノ尾端(蛇ニ 於 テ ハ其 ノ發育 充分 ナ ラ

ズ.神經 節 トシテ是 レヲ認 ムルノ ミ)滑 車神 經 核

ノ背 方 ヨ リ尾 方ニ 延長 シ,菱形窩 ノ背 側 ヲ覆 ヒテ

延髓 ノ中央 ヨ リ少 シク 尾 方迄 延 長 セ リ(Fig. 5.

Cerebel).

 小腦 腹 側 面 ハ殆 ド一直線 ナル モ 最 口端 ハ 僅 ニ背

方 ニ屈曲 セ リ.故 ニ背 面ハ 一般 ニ延髓竝 ニ脊髓 ノ

背 面 ト併 行 スル モ 口方r/4部 ハ 口方 ニ向 ツテ背方

ニ屈 曲 セ リ.其 ノ縱斷 面 ハ不等邊 三 角形 ニ シテ,

厚徑0.2mm長徑3.0mm横 徑0.8mm(Fig. 5.

Cerebel).

 小腦 ノ腹 側 部 ナル顆 粒 層(Granulations schicht)

ハ有髓 繊 維 ヲ多少 含 有 シ,背 側 ノ厚 キ分 子 層 ヨリ

被 ハ ル.

 口方 ノ切片 ニ於 テハ小腦 腹 方 部 ニ存 スル繊 維 ハ

背腹 ノ2種 ニ分 カル.其 ノ腹 縁 ニ沿 フモ ノハ 腹 側

脊膸 小腦 路Tractus cerebello-spinalis ventralis

ニ シテ背 側 ノ者ハ球視 蓋 路Tractus bulbo-tectalis

ナリ トス.

 兩路 ノ間 隔ハ 可 ナリ 大 ナ リ.

 分 子 層 ノ厚 サハ0.4mm,顆 粒 層及 ビPurkiuje

氏 層 ノ厚 サハ0.4mmナ リ.

 脉 絡膜 ハ小 腦 尖端 ヨ リ0.7mmノ 深 サマ デ第4

腦 室 内 ニ進 入 セ リ.同 室 ノ殘 部 ノ深 サ ノ部 ニハ脉

絡膜 ナ シ.

  滑 車神 經根 及 ビ核(IV對)

 同 神經 核 ハ405號 乃 至386號 ノ19枚 ノ切 片 ニ

亙 リテ出 現 セ リ(Fig. 22. Nu. IV.).

 同 神經 根 ハ414號 乃至387號 即 チ27枚 ノ切 片

ニ之 ヲ見 ル.

  動 眼神 經根 及 ビ核(III對)

 同 神經 ハ386號 乃至361號 即 チ25枚 ノ切 片 ニ

亙 リテ 出現 シ.同 神 經根 ハ386號 ヨ リ359號 ニ至

ル27枚 ノ切片 ニ之ヲ 見 ル.
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      第3項 蜥 蝪

 體 重 平 均 5.836g

 腦量 平 均 0.0615g

       體 重 ニ對 スル百分 比 ハ1.1505%

 腦 ノ 口 尾徑 7.17mm(325號 乃至86號 切片)

 延髓 ノ口尾徑 2.97mm(325號 乃至226號 切 片)

       99枚 切 片)(1枚 切片厚 サ30μ)

      幅徑(横徑) 高徑(背 腹徑)

 最 口 端 部 2.3mm 1.7mm

 尾 方 端 部 1.6mm 1.4mm

  顯 微鏡的 所 見

  舌下 神經 根 及 ビ核(XII對)

 325號 切片 ニ於テ 初 メテXII對 神經 根尾 端現 出

ス(Fig. 23. XII).

 此 部 ノ延髓 横斷 面 ハ背 腹 ニ稍 々長 キ短橢 圓形 ニ

シテ灰 白 質 ト白質 ト ノ境 界ハ判 然 セ ズ.只 後索 部

ニ於 テ ハ其 ノ境 界明 瞭 ニ シテ後 索 ハ左 右 後角間 ニ

比較 的 深 ク嵌 入 セ ル ヲ見 ル.

 正 中管 ハ極メ テ細 小ニ シテ之 ヲ認 識 シ難 シ ト難

モ注意 シテ檢 ス レバ中央 ヨリ稍 々 背 側ニ於 テ,背

縱束 ノ背端 ヨリ稍 々腹 方 ニ存 ス ル ヲ見得 ベ シ.白

連 合 ハ其 ノ腹 側 ニア リ.正 中 管 ハ 延髓 背 面 ヨ リ

0.7mm,腹 面ヨ リ0.75mm隔 リテ存 在 ス.

 正中 管 ヨ リ横 ニ側方 ニ延 バ セル水平 線 上 ニ於 テ

左右 網樣 質 中 ニ著 明 ノ運 動 細胞 出現 ス.之XII對

神 經核 ナ リトス(Fig. 23. Nu. XII) (Fig. XII).

 次 ニ腔 灰 白質 中 ニ於 テ其 ノ側 界 ニ近 ク正 中管 ヨ

リ稍 々背 側 ニ運 動細胞 群 ヲ見 ル.之即 チdorsale

viscerale Vagussauleナ リ(Fig.

 此 切片 ヨ リ續 キ テ尾 方 ニ第1頸神 經 前根 出現 シ

又尾 方15枚 目 ノ切 片 ニ於 テハ 第2頸 神經 根 ア リ.

22枚 目尾 方 ニハ 第3頸 神 經根 ヲ見 ル,41枚 目尾

方 ヨ リ灰 白質 殊 ニ前 角 ノ外 側境 界明 瞭 トナ リ脊 髓

ノ定型 的 形状 ヲ認 ムル ニ至 ル.

 舌 下神 經根 ハ 其 ノ尾 方 出 現 切片 ヨ リ12枚 目 口

方 ノ切 片 ニテ 消失 ス.然 レ ドモ舌下 核 ハ尚 ホ極 メ

テ鮮 明 ニ存 在 シ,301號即 チ26枚 目 口方 ノ切 片 ニ

於 テ初 メテ消 失 セ ル ヲ見 ル.

  副 神經 根(XI對)

 恐 ク ハ迷 走 神經根 ト混走 セ ルモ ノナラ ンモ不確

實 ニ シテ認 知 スル事 能 ハズ.

  迷 走 神經 根(X對)

 XII對 神 經 根 現出 シテ ヨ リ口方6枚 目 ノ切 片

ヨ リ知覺 根 現 出 シ,延 髓 ノ背隆 起 ノ基 底 部中 ヲ貫

キ僅 ニ凹側 ヲ背 外方 ニ向 ケ背 内方 ニ走 ル.此 根 ハ

數條 ノ鬆疎 ナ ル小束 ヨ リ成 リ,背 隆 起 ノ中央 部 ニ

存 スル弧束 ニ進 入 ス.弧 束 ハ此 部 ノ高 サ ヨ リ口方

ニ向 ツテ漸 次著 明 トナ リ,爲 メニ背隆 起 ノ内面 ハ

第4腦 室 ニ突出 シ菱 形 窩 ヲ狹隘 ナラ シム.

 迷 走運 動根 ハ282號 切 片 ヨ リ出現 シ口方270號

切 片 ニ至 ル.此 間 ノ12枚ノ 切片 ニ於テ 背縱 束 ノ側

方 ニアル運 動 核 ヨ リ發生 シ,背 方 ニ向 ヒ三又 下 行

根 ノ背 側 ヲ通 過 シテ 背隆 起 外面 ノ中 央 ヨ リ外 出 ス

(Fig. 24. N.X.m.).

 迷 走運 動核 ハ318號 乃至286號 ニ至 ル32枚 切

片 ニ亙 リテ背縱 束 ノ背外 方 ニ現 出 シ神經 細胞 密 群

ヨ リ成 ル.296號 乃至289號 ニ至 ル9枚 ノ切 片 ニ

於 テ ハ核 ノ一 部 ハ近 接 セル網樣 質 内 ニ進 入 セ リ.

之 疑 核Nucl. ambiguus.ト 認 ム可 キ モ ノナ リ.

  舌 咽 神經 根(IX對)

 知覺 根 ハ274號 及 ビ273號 ノ2枚 切 片 ニ於 テ比

較 的 著 明ナ ル繊維 束 トシテ 認 ム ル ヲ得 タ リ.背 隆

起 外 面 ノ中央 部 ヨ リ進 入 シ微 カ ニ凸 側 ヲ腹 方 へ向

ケテ 内走 シ腹 方 ヨ リ弧 束 ニ入 ル(Fig. 25. N. IX.

sens.).

 同根 ノ幅 ハ0.02mmナ リ.

 舌 咽運 動根ハ268號 乃至265號 ノ4枚 切片 ニ之

ヲ見 ル.VIII對 神經 前 根 ヨ リ少 シク腹 方 ニテ 背隆

起 ノ基底 部即 チ菱 形 窩 床底 ノ水平 面 ニ於 テ三又 知

覺核 ヲ貫 通 シ,微 カ ニ凸 側 ヲ腹 方 ニ向 ケテ内 走 セ
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リ.其 ノ太 サ ハ知覺 根 ノ半 バ位 ニシテ其 ノ内端 即

チ起始 部 ハ顔 面神經 背核 ニ向 ヘ リ.本 根 ノ方 向 ハ

VII對 神經 背核 ト腹核 トノ間 ニア ル顔 面神 經根 ト

殆 ド直 角 位 ニ ア リ(Fig. 26. N. IX. m,).

  顔 面神 經根及 ビ核

 知 覺根(Fig. 27. N. VII. s.).

 舌 咽知覺 根部 ヨ リ約14枚 口方 ニアル259號 切

片 ヨ リ現 出 シ256號 ニ至 リテ 既 ニ消失 ス.此 部 ノ

高 サハ 恰 モVIII對 神 經後 根 消 失 シ前根 ノ ミトナ

レハ 切 片 ノ高 サ ニ シテ,延髓 背隆 起 ノ外 面 ノ中央

部 ヨ リ進 入 シ テ 一直 線 ニ内走 シ弧 束 ニ入 リテ終 止

シ.同 束 ノ中 部 及 ビ腹部 ノ成 分 トナル.Kappers

氏 ハ本根ハVIII對神 經 前根 ノ背 側 ヨ リ入 ル ト記

セル モ余 ノ標本 ニ於 テハ明 カニVIII對 神 經前 根

ノ腹 側 ヨ リ進 入 セ ル如 ク見 ユ(Fig. 27. VII s.).

 本根 ノ太 サ ハ舌 咽 知覺 根 ニ比 シテ約2倍 ニ シテ

0.04mmノ 直徑 ヲ有 ス.

  顔 面神 經運 動核

 276號 乃至265號 ノ12枚 ノ切 片 ニ存 在 シ,延 髓

外腹 縁 ニ近 ク位 セ ル上橄 欖 ノ背方 ニ於 テ之 ト稍 々

離 レテ白 質 中 ニ於 テ互 ニ少 シク離 在 セ ル腹 背 ノ兩

核 ヨ リナ リ,腹 核 ハ上橄 欖 ノ背方 ニシテ僅 ニ内側

ニ偏 シテ位 置 シ,更ニ 背方 ニ於 テ三又 知覺 核 ト外

旋 核 ト ノ稍 々中 間 ニ顔 面神經 背核 存 在 セ リ(Fig.

26. Nu. VII. v.u. Nu. VIL. d.)而 シテ其 ノ腹 核 ヨ

リ起 レル根繊 維束 ハ背核 ニ向 ツテ背 走 シ,背 核 ヨ

リ出 ヅ ル繊維 ト共 ニ口方 ニ昇 ル事0.06-0.15mm

ニ シテ夫 レヨリ外方 ヘ屈 曲 シ延髓 外 側面 ヨ リ出 ヅ.

 運動 根ハ264號 乃至262切 片 ニ現 レ其 ノ太 サ ハ

知 覺 根 ノ約r/2位 ナ リ.

  弧 束Fasciculus solitarius.

 迷 走 神經 知覺 根 ノ現 出 スル切片 ヨ リ3枚 口方 ノ

切 片 ニ於 テ 現出 シ,VII對 神 經知 覺 根 ノ終ル 切片

ヨ リ約9枚 口方 切片 ニテ終 止 ス .即 チ38枚 ノ切

片=1.14mmニ 亙 リテ存在 ス(Fig. 25乃 至27.

Faso. sol.).

 尾 方 ノ切 片 ニ於 テハ延髓 背 隆 起 ノ内 面ハ 弧 束 ノ

爲メ 中央部 ニテ膨隆 セ リ(286號 切 片)同時 ニX對

神經 知 覺根 現 出 シテ弧東 ニ入 ル ヲ見 ル.

 IX對 神 經知 覺根 ノ現 出 セ ル高 サ(273號 切片)

ニ於 テハ弧 束 ハ3繊 維 束 ヨ リナル.背 方 ノ小束 ハ

背 側 大細胞 核 ノ腹 側 ニ接 シテ 最 モ前頭 方 迄存在 ス

而 シテ250號 切 片 ニ於 テ背 外方 ニ走 リ小腦 ヘ昇 ル

小束 ヲ分 ツ.

 此性 質 不明 ノ小束 ハ248號 切 片 ニ至 リテ消失 ス

(Fig. 28. F.x).

  外 旋 神經 根(VI對)

 顔 面神 經起 始 部出 現 ヨ リ2枚尾 方 ノ切 片(278

號)ヨ リ顧 レ,263號 切片 ニ亙 リテ之 ヲ見 ル(Fig.

26. N. VJ.).

 背縱 束 ノ外 側 ニ接 在 セル運 動核 ヨ リ起 リ少 シ ク

外方 ニ彎 曲 シテ腹方 ニ進 ミ前縱 裂 ノ外方0.45mm

ノ部 ヨ リ外 出 ス.

 根 ノ太 サ ハ0.03mmナ リ.

 外旋 核ハ286號 ヨ リ262號 ニ至 ル24枚 ノ切 片

ニ存 在 シ,背縱 束 ノ中央 部 ノ外 側 ニ接在 ス.

  三又 神經 根 及 ビ核(V)

 知 覺 核

 弧束 尾方 ヨ リ2枚 尾方 ノ切 片(286號)ヨ リ現 出

シ口方 ニ及 ブ.

 尾方 ニ於 テ ハ延髓 背隆 起 ノ殆 ド中央ニ 位 セ ル モ

口方ニ 進 ム ニ從ヒ 漸 次腹 方 ニ移轉 シ其 ノ太 サ ヲ増

ス.247及 ビ248號 切 片 ニ於 テハ 第4腦 室 床底 ノ

水平 線 ニ於 テ背縱 束 背 端 ノ外 方 ニ位 置 シ最 大 ノ發

育 ヲ ナセ リ.此 部 ニ於ケ ル同核 ハ横徑0.3mm,背

腹徑0.2mmヲ 算 セ リ(Fig. 28. Nu. V.s.).

  三 又知 覺根

 三 又 神經 下行 根 ノ尾 端部 ハ既 ニ284號 切 片 ヨ リ

現出 シ知 覺 核 ノ背外 側 ニ位 シ彎 曲 セ ル横斷 面 ヲ呈

セ リ.口 方 ニ進 ム ニ從 ヒ腹方 ニ移轉 シテ終 ニ253
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號切 片 ニ至レバ外 方 ヨ リ進 入 セ ル知覺 根 ニ連 ル ヲ

見 ル.

 知 覺 根 ハ延 髓外 側 ヨ リ進 入 シテ 内走 シ知覺 核 ニ

達 ス(Fig. 28. N.V.s.).

 此 部 ニ於 テ同根 ヨ リ少 量 ノ繊維 分 離 シテ 背走 シ

小腦 ニ入 ル ヲ見 ル(248切 片)(Fig. 28. F.V.c.).

 V對 神 經 中腦知 覺根Radix sensibilis mesen-

ceph. trigemini.

 IV對 神 經 ノ核 及 ビ 根 ノ出 現 ス ル高 サ ノ切 片

(237號)ヨ リ口方 ニ現出 ス.

 腔 灰 白 質 ノ外境 ニ沿 ヒテ存在 シ尾方 ニ於 テハ 其

ノ腹 端 ハ三 又 知覺核 ノ内 側 ニ近 接 セ リ.口 方 ニ於

テ ハ其 ノ背 端 ハ中腦 天蓋(Tectum)ノ 内r/3ノ 外 境

ニ達 セ リ.

其 ノ兩 側 ニ於 テ 中 腦 天蓋 ノ外 側r/3領 域 ニハ

Tract. Spino-tectalis脊 髓視 蓋路 ノ繊維 ガ放散 セ

ル ヲ見 ル.

 聽神 經根 及 ビ諸核(VIII對)

 延髓 諸神經 中 最 大 ニ シテ延 髓 背隆起 ノ外 側 ヨ リ

進 入 ス.

 後根 即 チ蝸 牛 殼神經 ハ269乃 至259號 ノ11枚

切 片 ニ亙 リテ 之 ヲ見 ル.其 ノ尾 部 ハ顔 面運 動根起

始 部及 ビ舌咽 運 動根 ノ存在 セ ル切 片 ニ始 マル.本

根 ノ背 腹徑 ハ0.2mmヲ 算 シ,背 側 ハDeiters氏 核

 ト連 ナ レ リ(Fig. 26. N. VIII. P.).

 前根即 チ前 庭神 經 ハ尾 方 ハ後根 ヨ リ1枚 口方 ノ

切 片(268號)ニ 始 マ リ257號 マデ12枚 切片 ニ亙

リテ存 在 ス.即 チ後根 ヨ リ1, 2枚 ノ切 片 丈 ケ 口方

ニ存在 セ リ.而 シテ後 根 ノ腹 側 ニ沿 ヒテ進 入 シ,

Deiters氏 核 ノ中 央 部 ニ進 入 ス.同 根 ノ太 サハ

0.25mmナ リ(Fig. 26及 ビ27. N. VIII. a.).

 其 ノ停 止部 ハ後 根 ノ ソレ ト1列 ノ曲線 ヲ ナセル

モ龜 ノモ ノ ノ如 ク明瞭 ナ ラズ.

  背 側大 細 胞 核Nucleus magnocellularis dor-

 salis. (Fig. 28. Nu. mag. d,).

 ハ 前根消 失部 ノ直 前(256號 切 片)ニ 於 テ延 髓 背

隆 起 ノ背 内隅 中 ニ現 出 シ橢 圓形 ノ横斷 面 ヲ呈 ス.

之 ヨ リ發 生 ス ル繊 維束 ハ極 メテ著 明 ニ シテ其 ノ太

サ約0.3mmヲ 算 シ,腔 灰 白質 ノ外 側部 ヲ腹 方 ニ

走 リ二分 岐 シ,其 ノ1ハ 網樣 質 中 ニテVIII對 前

根竝 ニV對 知覺核 ヨ リ出 ヅ ル第 二 路 ヲ横斷 シテ背

縱 束 ノ腹方 ヲ走 リテ縫 線 ニ逹 シ,他 ノ1ハ 内 走 シ

背縱 束 ノ背端 ニ近 ク束 中 ニ進 入ス.即 チ前 者 ハ腹

側 弓 形繊 維 ニ シテ,後 者 ハ背側 弓形 繊維 ナ リ.此

前 庭 神經 第 二路 ノ分 岐部 ハ龜及 ビ蛇 ノモ ノニ比 シ

テ遙 ニ腹方 ニア リ(Fig. 28. Fasc. arc. d. u. Fasc.

arc. v.).

 三 又運 動根 ノ著 明 ニ出 現 スル高 サ(248切 片)ニ

於 テハ前 庭神 經第 二 路 ノ繊維 ハ全 ク不 明 トナ ル.

  隅核

 三又 運 動根 ノ存在 セル高 サ即 チ253號 切片 ニ於

テ延髓 背 隆 起 ノ背 端 ガ小腦 ト連 ナ ラ ン トス ル高 サ

ニ於 テ核 現出 ス.小 ニ シテ2, 3枚 切片 口方(251

號 切片)ニ 於 テ 既 ニ不明 トナ ル.

  板状 核

 認 ム ル事能 ハズ.

  網樣 質Snbstantia reticularis.

 尾 方 ノ切片(289號 附 近)ニ ア リテ ハ迷走 神經 第

二 路 ト認 ム 可 キ モ ノ弧 束 ノ内側 ヨ リ發 生 シ網樣 質

ノ背方 部 内 ヲ弓形 ニ走行 ス.口 方 ノ切 片 ニ於 テ ハ

迷 走運 動 根 ハ網樣 質 中 ヲ通 過 セ リ.

 白連 合 ノ連續 ト見做 シ得 ベキ繊維 ハ 背縱 束 ノ中

央 ニテ其 ノ外側 ヨ リ網樣 質 内 ニ入 リ分 散 シナガ ラ

腹 方 ヘ斜走 ス.

 更 ニロ方 ノ切 片(272號)ニ 於 テハVIII對 神 經

前 根 及 ビ三又知 覺 根 ノ第 二 路 ガ弓形 ニ内走 シ,背

縱 束 ノ背 端 ヲ越 ェ他 側 ニ赴 ク如 ク見 ユレ ドモ 其 ノ

徑 路 ハ斷 言 シ難 シ.VIII對 神 經後 根 ノ第 二路 ノ

繊 維 ハ背縦 束 ノ中央 部及 ビ腹方 部 ヲ通 過 ス ルモ ノ

多 キ ガ如 シ.
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 蜥蝪 ニ於 ケル所見中他種類 ノモ ノト稍々異ナル

點 ハVIII對 神經 ノ後根及ビ前根 ノ繊維 ガ比較的

多數 ニシテ,直 接網樣質内 ニ進入スル如 ク見ユル

點 ナ リトス.

 更ニ口方 ノ切片(256號)ニ於 テハ三又神經第二

路ハ網樣質中ヲ通過シ.強 大ナル束 トナ リヲ背縱

束 ノ側方 ヲ昇 リ其 ノ背端 ヲ越 エテ他側ニ進 ムヲ見

ル.

 此部 ノ高サ ヨリ蝸牛殻神經背 側大細胞核ハ著明

ニ獨立 シテ現出 シ,夫 レヨリ發生 スル第二路 ノ繊

維ハ背縱束 ノ外方 ニ於 テ分岐 シ背側 ノモ ノハ網樣

質中 ヨリ背縱束 ノ中央部 ニ入 リ,腹 側 ノモノハ網

樣 質 中 ヲ腹 方 ニ向 ツテ進 行 ス(Fibrae arouatae

dorsales et ventrales).

 遙 ニ口方(239號)ニ テ滑 車神 經根 ノ現 出 スル部

ノ直 グ尾 方 ニ至 レバ網樣 質 ハ幽 微 トナル.

Fasciculus solitario-spinalisハ 他 種 類 ニ比 スレ

バ見 出 シ難 シ ト雖 モ,精檢 ス レバ282號 切 片 ヨ リ

稍 々明瞭 トナ リ弧束 ノ内 側 ヨ リ發 生 シテ 腔 灰 白質

ノ外 側 ヲ腹方 ニ進 ミ背縱 束 ノ中央 部 ニ入 ル.

  背 縱 束Fasciculus longitudinulis dorsalis.

 尾方 ノ切片(322號)ニ 於 テ ハ其 ノ背 端 ノ位置 ハ

斷 面 背方r/4ノ 境 ニア リ.正 中管 ハ此束 ノ背端 ヨ リ

遙 ニ腹 方(約0.1mm)ニ ア リ.此 位置 ノ關 係 ハ他

種 類 ノ所見 ト大 ニ異 ナレ リ.白 連 合ハ 正 中管 ノ腹

側 ニ存 在 スル ヲ以テ 他 種 ノモ ノ ト轉倒 セ ル位置 關

係 ヲ有 セ リ(Fig. 23).

 此 部 ノ高 サニ 於テ ハ 背 縱束 ノ幅0.07mmヲ 算

ス.

 口方 ノ切 片(313號)ニ於 テ ハ同束 ノ背 端ハ 正 中

管 ノ兩側 ニ位 シ,束 ノ背 腹徑 ハ約1.0mm,背 端 ノ

横徑 ハ約0.1mmニ 増大 スル ヲ見 ル.且 束 ノ腹 部

ハ壺 腹 状 ニ膨 大 シ,横 徑約0.25mmヲ 算 ス.更 ニ

口方 ノ切 片(290號)ニ 至 レ バ束 ノ背 端 ハ菱 形窩 底

ニ達 シ其 ノ間 ニ灰 白質 ヲ見 ザル ニ至 ル.

 更 ニ口方 ニ進ム ニ從ヒ束 ノ背端 ハ窩底ヨリ突隆

シ始 メ弧束出現 ノ高 サ(283號)ニ 於テハ此突隆部

ノ長サ0.05mmニ 達 スルニ至ル.VIII對 神經根

ノ終ル高サ(256號)ノ 切片 ニ於テハ 束 ノ横徑増加

シ0.2mmト ナル.之V對 神經第二路ガ同束 ノ外.

側部 ニ添加 スルニ因ル.

 同時ニ腔灰白質ハ漸次増量 シ,終 ニ本束 ノ背端

ト室底 トノ 間ニモ進入 スルニ至ル.

 IV對 神經根 ノ出 現スル高サ(238號 切片)ニ 至

レバ本束ハ増量ヤル腔灰 白質中ニ全 ク埋没 シ,其

ノ背側ニ滑車核ガ出現 スルヲ見 ル.

  正中管及 ビ菱形窩

 延髓 ノ尾方部ナル322號 切片 ニ於 テハ正中管ハ

極小 ニシテ之ヲ見出シ難 シト雖モ,精檢 ス レバ左

右背縱束 ノ腹方部 ノ間ニ夾 マリ束 ノ背 端ヨ リ遙 カ

腹方 ニ存 セルヲ見ル.此 部 ハ延髓 正中部 ヨリ稍 々

背方 ニシテ,延 髓背側縁 ヨリ0.7mm腹 側縁ヨリ

1.0mmノ 部ナ リトス.脊髓 ニテハ正中管ハ 中央

ノ背縱束 ノ背端部ヨ リ遙 カ腹方 ニ在 リ.

 舌下神經根 ノアル切片中最 口方 ノモノ(313號)

ニ於 テハ正中管ハ左右背縱束 ノ背端 ノ間ニア リ.

更ニ僅 ニ口方 ニ昇 レバ同管ハ腹背 ノ直徑 ヲ増 シテ

明カニ管腔 ヲ現 ス.而 シテ漸 次増大シ,290號 切

片 ニ至 レバ其 ノ背壁 全ク〓開 シテ菱 形窩 トナル.

同時 ニ其 ノ兩 壁ハ互ニ相 並行 シテ直 立セルヲ見

ル.正 中管開 口部ノ背 側 ノ廣サハ0.5mm.菱 形窩

兩側壁中央 ノ距離0.3mm.窩 ノ深サ0.7mmナ リ.

 弧束 ノ出現スル高サ(287號 切片)ヨ リ兩側壁 ノ

中央部ハ同束 ノ存在 ニ由テ窩 内ヘ膨隆 シ始ム.

 弧束 ノ著 シク發育 セル切片(266號)ニ 於テハ兩

側壁中央部 ノ距離 ハ0.22mmナ リ.

 小腦完全ニ出現 スル切片(250號)ニ 於テハ菱形

窩 ハ背側 ノ小腦 ノ爲メ略ボ四角形 トナ リ,背 縱束

ノ兩側ニ於 テ深 ク腹方 ニ陷入セリ(Fig. 28).

 口方 ニ進 ミ241號 切片 ニ至 レバ背縱束 ノ兩側ニ
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在 ル灰 白質 ハ肥厚 シテ束 ノ背 端 ノ側方 ニ迄 達 ス.

爲 メ ニ菱 形窩 ハ 兩側 ノ凹 陷部 ヲ失 ヒ扁平 ナ ル腔 ト

ナ ル.而 シテ 口方 ニ進 ム ニ從 ヒ腔 ハ益 々狭隘 トナ

リ,終 ニ峽部Sylvi氏 導水 管 ニ移行 スル ヲ見 ル.

  下橄 欖Oiva infelior.

 尾方 ノ切 片 ニ於 テ縫 線腹 部 ノ兩側 ニ稍 々透 明 ノ

地 トナ リテ 現出 ス ルガ如 シ.然 レ ドモ之 果 シテ下

橄 欖 ナ リヤ否 ヤ斷 言 シ難 シ.

  上橄 欖Oliva superior.

 顔面 運 動核 ノ出 現 セ ハ切 片(281號)ヨ リ滑 車根

ノ出現 部 ノ切片(239號)迄 ノ間 ニ之 ヲ見 ル.

 延髓 腹外 縁 ニ近 ク暗 黒 濃染 シ其 ノ内 ニ細 胞 ヲ有

セル部 トナ リテ現 出 ス.

 顔面 核ノ 現 田 ス ル切 片 ニテハ其 ノ腹外 方 ニテ延

髓 周縁 ニ近 ク存在 ス(Fig. 25及 ビ26).

  小 腦Cerebellum.

 VIII對 神經 根 全 ク消 ユ ル高 サ(256號 切 片)ニ

於 テ初 メテ小 腦 ノ顆粒 層 現 出 ス.

 縱 斷面 ニ於 テ見 ル如 ク小腦 ハ中腦被 蓋Tectum

ノ後 端 ニ隣 レ ル峽 部Isthmusヨ リ起 リ後 方 ニ延

ビ直 グ ニ上方 ニ飜轉 シテ 下面 即 チ顆 粒層 面 ヲ後 面

トナ シ,分 子層 面 ハ被 蓋 ノ後 縁 ニ沿 ヒテ 背方 ニ飜

轉 ス.

 全 形 ハ舌 状 ヲ呈 ス(Fig. 6).

 聽 神 經背 側大 細胞 核 ノ消 失 スル高 サ(248號 切

片)ニ テ ハ延 髓背 隆 起 ノ外 側 ヲ上昇 スル繊 維束 即

チ 脊髓 小腦 路Tractus spino-cerebellarisハ 小腦 ノ

底 側即 チ腦 室 ニ面 セ ル側 ニ於 テ 左右 相交 又 ス.

 小腦 ハ背 側 ノ分 子層 ト腹 側 ニ アル顆 粒層竝 ニ髓

質 トヨ リナ リ髓質 ノ交又 繊維 ハ2群 ノ腹 側 ノモ ノ

ト,1, 2切 片 ニ シテ 消 失 スル背 側 ノモ ノ トヨ リ成

ル.腹 側 ノモ ノハTraclus spino-cerebellaris ven-

tralis腹 側脊髓 小腦 路 ノ繊 維 ナ リ トス.

  滑 車神 經核

 滑車 核237號 乃至226號 ノ切 片 ニ現 出 セ リ.

  動 眼神 經 核

 動 眼核ハ226號 乃至202號 ノ切片 ニ之 ヲ見 ル.

第5章 各材料ニ就キテノ比較考査

各材 料 ノ差 異 アル諸 點ヲ 列擧 ス レバ次 ノ如

シ.龜

體重(平 均)733.551

腦量(平 均)0.404體重 ニ對スル 百分比0.05507%

腦 ノ 縱 徑 15.89mm

延 髓 縱 徑 7.35mm腦 ノ縱 徑ニ比シテ其ノ4.63割ニ當ル.

       横徑 高徑

 最嘴端部 3.5mm 1.9mm

 尾方端部 2.2mm 1.6mm

  蛇

體重(平 均) 199.87

腦量(平 均) 2.64體 重ニ對スル百分比0.135%

腦 ノ 縱 徑 10.32mm

延 髓 縱 徑 3.75mm腦 ノ縱 徑 ニ比 シテ其ノ3.36割ニ當ル.

      横徑 高 徑

 最嘴 端 部 3.3mm 3.0mm

 尾 方 端部 2.2mm 1.55mm

 蜥 蝪

體 重(平 均) 5.836

腦 量(平 均) 0.0645體 重 ニ對 スル 百分 比1.1505%

腦 ノ 縱 徑 7.17mm

延 髓 縱 徑 2.97mm腦 ノ縱徑 ニ比シテ其ノ4.14割ニ當ル.

      横 徑 高 徑

 嘴 端 部 2.3mm 1.7mm

 尾方 端 部 1.6mm 1.4mm
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 腦 ノ外 形ハ 龜 ニ於 テ ハ眞 直 ニ近 ク背 側 ニ於

テ不 正 ノ屈 曲 ヲナ セル小腦 ノ背面 ト延髓 尾部

背 面 ト殆 ド併 行 セ リ.蛇 ニ於 テハ延髓 ノ屈 曲

稍 々強 ク,蜥 蝪 ニ於 テハ同屈 曲最 モ弱 シ.從

ツテ延髓 ノ腹側 ハ龜 ニ於 テハ眞 直 ニ近 ク,蛇

ニ於 テハ稍 々強 キ弧 形 テ呈 シ,蜥 蝪 ハ最 モ彎

曲 セル弧 形 ヲナ ス.此點 ハ縱斷 面 ニ於 テ明瞭

ニ認 知 シ得 ベ シ.

 今延髓 腹 側面 ガ脊髓 ノ縱 軸 ト作 レル角 度 ヲ

測定 スル ニ:

 龜 ニテハ152°,蛇 ニテハ135°,蜥 蝪 ニテ ハ

112°ナ リ(Fig. 4, 5, 6).

  小 腦 ノ形 態

龜 ハ安 樂椅 子背 面 ノ如 キ彎 曲 ヲ示 シ其 ノ遊

離端(尾 端)ハ 背 方 ニ向 フ.蛇 ハ拇 指 状 ヲ呈

シテ遊離 端 ハ尾方 ニ向 フ.蜥 蝪 ニテハ 中腦後

下 部 ヨ リ出 ヅル小 腦 ハ直 チ ニ強 ク背 方 ニ飜 轉

シ,中 腦 ヲ尾方 ヨ リ被 覆 シ,其 ノ遊 離端 ハ中

腦被 蓋 ノ尾 側 ニ密 接 セ リ(Fig. 6).(縱 斷 圖

ヲ見 ヨ)

 舌 下神經 根 ノ出現 セ ル延髓 尾部 横 斷面 ノ状

ハ次 ノ如 シ.

 後索 ハ龜 ニテ ハ比 較 的鬆 疎ニ シテ,左 右 後

角 間 ヘ嵌 入 セル度ハ 最 モ少 ク.蛇 ニテ ハ比 較

的緻 密 ニ シテ左右各 弧 形 ヲ呈 シ左右 後角 間 ニ

少 シク嵌 入 セ リ(但 シ蝮蛇 ニテハ 左右1列 ノ

直 線状 ヲ呈 ス).蜥 蝪 ニ テハ最 モ緻 密 ニ シテ左

右 各弧 形 ヲ呈 シ兩側後 角間 ヘ嵌 入 スル事 最 モ

著 シク高等 動 物 ノ所 見 ニ近似 セル状 ヲ呈 ス.

  舌 下神經 根

 延髓 腹側 ヨリ外 出 スル事 ハ共 通 ナ レ ドモ其

ノ外出 部 ト前 縱裂 トノ距 離 テ比較 スル ニ龜 ハ

最 モ短 ク,蛇 ハ最 長 ニ シテ,蜥 蝪 ハ其 ノ中間

ナ リ トス.

 延髓内ニ於クル舌下神經根ノ方向,外 出部

ヨリ逆ニ之 ヲ追跡スレバ前角ニ向ツテ走行ス

ル事ハ 共通 ナ レドモ,龜 ハ背 縱束 内 ヘ 入 リ,

其 ノ實質 内 ヲ背 方 ニ進 ミ前 角 ノ尖端 ヨリ稍 々

背 方部 ニテ前 角内 ヘ進 入 スル モ其 ノ終點 ヲ確

認 スル事能 ハズ.蛇 ニ ア リテハ全 ク之 ト異 ナ

リ背縱 束 ノ腹方 部 ニ僅 ニ進 入 シ直 チ ニ前 角 ノ

尖端 ニ達 シ極 メテ僅 ニ其 ノ内 ヘ入 レ ドモ忽 チ

外 方 ニ彎 曲擴 散 シナ ガ ラ前 角 ノ外側 縁 ヨ リ出

デテ白質 内 ニ進ミ,三 角 形 ノ前 角基底 ノ外側

ニ テ正 中管 ノ側 方 ニ存 在 スル舌 下核 ノ細 胞 ニ

連 ナ ル ヲ見 ル.蜥 蝪 ニ於 テ モ同樣 ノ徑 路 ヲ取

ル モ,前 角 内 ヲ貫通 スル事前 者 ヨリ深 ク且舌

下 核 ハ前 者 ニ比 シテ遙 ニ前 角 ニ近 ク之 ニ接在

セル ノ ミナ ラズ,其 ノ一部 ハ前 角三 角 内ニ 在

リ(Fig. 7, 9, 10).
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舌 下核ニ 關 スル詳 細 ノ記録 ハ之 ヲ見 ズ.余

ガ標 本 中亀 ニ於 テハ 極 メテ之 ヲ認 知 シ難 シ ト

雖 モ,其 ノ尾端 ハ迷 走運 動核 尾端 ヨ リモ尾方

ナル ガ如 シ.蛇 ニ於 テ モ舌下 核 ハ迷 走運 動核

尾 端 ヨリ16枚 計 リ尾 方 ノ切 片 ヨリ現 出 セル

ヲ見 ル.

舌下 神經 核 ノ存 在 セル高 サ ハ亀 ニ於 テ ハ之

ヲ確認 スル能 ハ ズ.蛇 ニ於 テハ其 ノ現 出 スル

最 尾 方 ノ切 片 ヨ リ口方50枚 ノ切 片(=1.5mm)

ニ亙 リテ之 ヲ見 ル.其 ノ最 口方 ノ切 片 ヨ リ口

方10枚 目 ノ切 片 ニ於 テX對 神經 運 動核 ハ消

失 セ リ.蜥蜴 ニ於 テ ハ舌 下神經 核 ハ25枚 ノ切

片(0.75mm)ニ 存 在 シ,其 ノ最 口方 ノ切 片 ヨ

リ15枚 目ノ切 片 ニ於 テX對 神經 運動核 モ消

失 スル ヲ見 ル.即 チ舌下神經 核 ハ蛇 ニ於 テ最

モ長距 離 間存 在 ス ルモ ノ トス(Fig. 30 u. 37).

 迷 走 神經

知覺 根 ニ就 テハ各動 物 間特 記 ス可 キ相 違 點

ヲ認 メ ズ.

 同運 動 核 ハ蛇及 ビ蜥 蜴 ニ於 テハ背縱 束 ノ背

方 ニアル 腔灰 白質 内 ニ存 スル モ,龜 ニ於 テハ

同束 ノ外 側 ニ之 ヲ見 ル.

 舌 咽神 經

龜 ニ於 テ ハ知覺 根及 ビ運動 根 ハ共 ニ同平面

ニ存在 シ,顔 面神 經根 存在部 ノ高 サ ニ之 ヲ見

ル モ,蛇 及 ビ蜥 蜴 ニ於 テ ハ4, 5枚 切 片丈ケ 互

ニ其 ノ高 サ ヲ異 ニセ リ.

蛇 ニ於 テハ舌咽 知覺 根 ハ弧 束 ト連 リ弧 形線

ヲ劃 ス ト雖 毛,蜥 蜴 及 ビ龜 ニ於 テハ 直走 セル

ヲ見 ル(Fig. 9, 18, 25).

 聽 神經

龜 ニ於 テハ其 ノ繊維 極 メテ繊 細 ニ シテ同切

片 ニ於 テ前 後兩 根 共 存 シ,他 種類 ニ比 シテ三

叉 神經發 育微 弱 ナル ガ爲 メ之 ニ比 シテ特 ニ著

大 ノ状 アル ノ ミナズ,一 般 ニ他種 類 ニ比 シテ

發 育強 盛 ナル觀 ア リ(Fig. 10, 11).

 蛇 ニ於 テ ハ之 ニ反 シ三 叉神經 ノ發育 ハ特 ニ

著 大 ニ シテVIII對 神 經ハ 他種 類 ニ比 シテ頗

ル微 弱 ナル觀 ア リ(Fig. 19).

 蜥 蜴 ニ於 テハ其 ノ所 見龜,蛇 ノ所 見 ノ中間

ノ状 ヲ呈 シ,聽 神經 根 ノ延髓 内 ニ於 ケル徑 路

ハ短 ナ ルガ如 キ状 ア リ(Fig. 27).

  顔 面神 經

 知覺 核及 ビ知覺 根

 龜 ニ於 テ ハ同根 ハ發 育良 好 ニ テ2, 3條 ノ大

繊 維束 トシテ進 入 シ,VIII對 神 經前 根 ノ背

側 ヨ リ水平 直線 状 ニ内走 シ弧束 ノ腹側 ニ達 シ

テ之 ニ入 ル(Fig. 11).蛇 ニ於 テハ之 ニ反 シ

同根 ハ檢 出 シ難 シ.

 蜥蜴 ニ於 テハVIII對神 經 後根 消失 シ前 根

ノ ミ トナ レル切片 ニ於 テVII對 知覺 根 ハ緻 密

ノ繊維 束 トナ ツテ現 レ,VIII對前 根 ノ腹 方

ニ沿 フテ進 入 シ次 デ直 チニ其 ノ背 側 ニ達 シ之

ニ沿 フテ内 走 シ弧 束 ニ進 入 スル ヲ見 ル.同 根

ガVIII對神經 前 根 ノ腹側 ニ沿 フテ進 入 ス ル

ノ事實ハKappers氏 ノ記 載 ト反 セル所 ナ リ

トス(Fig. 27).

  VII對 神經 運 動核 及 ビ運動 根

 龜 ニ於 テハ知覺 根 ト同切 片 ニ於 テ現 出 セル

モ,蛇 及 ビ蜥蜴 ニ於 テハ大 ニ之 ト異 ナ レ リ.

 顔 面運動 核 ハ龜 ニ於 テハ背縱 束 ノ直 グ外 側

ニ於 テ腔灰 白質 中 ニ ア リ.此 事 實ハ兩 棲類 中

有 尾類(Uroden)及 ビ硬骨 魚類 ニ於 ク ル所 見

ト類似 セル所 ナ リ(Fig. 11).

 腹 側運 動核 ノ存 否 ニ就 キテハ 甚 ダ確 言 シ難

シ ト雖 モ稍 々尾 方 ノ切 片 ニ於 テ前 記有 尾類 及
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ビ硬 骨 魚類 ノ夫 レ ト略 ボ一致 ス ル位 置 ニ著 大

ナル運 動細 胞 ノ集 團 アル ヲ見 ル事 ハ前 述 ノ如

シ(龜 ノ顔 面神 經 條下).

 蜥 蜴 ニ 於 テ ハ 同 根 ハ 極 メ テ微 弱 ニ シテ

0.02mmノ 太 サ ヲ有 ス.

  弧 束

 龜 ニ於 テハ2, 3條 ノ束 ヨ リ成 リ,爲 メニ延

髓 背 隆起 ノ内面 ハ内方 ニ向 ツテ膨 隆 セ リ.

 尾方 ニ於 テハ弧束 部 ニ ハ只 其 ノ灰 白質 ノ ミ

存 在 セル モ,口 方 ニ昇 ル ニ從 ヒ漸次繊 維 ヲ混

ズル ニ至 ル.然 レ ドモ蜥 蜴 ニ比 ス レバ同束 ハ

遙 ニ鬆 疎 ノ構造 ヲ有 ス(Fig. 10, 11).

  聽神 經 背側 大細 胞核

 龜 ニ ア リテハ尾 方切 片 ヨ リ著 明 ニ現出 セル

モ,(Fig. 27).蛇 ニ ア リテハ極 メテ不 明瞭 ナ

リ.即 チ三 叉運 動繊 維 ノ出現 スル高 サ ヨ リ腔

灰 白質著 シク増 量 シ,其 ノ背 隅 ニ於 テ5, 6枚

ノ切 片 ニ亙 ル稍 々特 異 ノ部 ヲ見 ル モ コ レ果 シ

テ本 核 ナ ル ヤ否 ヤ斷 言 シ難 シ.

 蜥 蜴 ニ ア リテ ハ龜 ノ如 ク明瞭 ナ ラズ ト雖 モ

聽神 經前 根 ノ終 ル頃 ノ高 サ ヨ リ延 髓 背隆起 ノ

背 内側部 ニ本核 ラシキ半 透 明部出 現 シ口方 ニ

進 ムニ從 ヒ漸次 明瞭 トナル ヲ見 ル.併 シ此 部

ヨ リ著 明 ナル繊 維 ノ發 生 スル ハ網様 質 ノ條下

ニ説 明 セ シ處 ナ リ(Fig. 28).

  隅角 核

 龜 ニ於 テハ三 叉神 經根 出現 ノ高 サ ニテ數 枚

ノ切 片 ニ亙 リ延 髓 背 隆 起 ノ背 外 隅 ニ之 ヲ認

ム.蛇 及 ビ蜥 蜴 ニテ ハ正確 ニ認 ムル コ ト能 ハ

ズ.

  板 状 核

 龜 ニ於 テ之 ヲ認 ムル モ甚 ダ微 弱 ナ リ.

 蛇 及 ビ蜥 蜴 ニハ之 ヲ檢 出 スル能 ハズ.

  外旋神經

 龜ノ外旋核ハ背縱束ノ外側ニ於テ腔灰白質

中ニ存在 シ,之 ヨリ發生スル同神經根ハ背縱

束 ノ中央ヲ貫通シテ走行シ,前 縱溝ニ近ク夫

レヨリ側方0.7mmノ 所ヨリ外出ス(Fig. 10.).

 外旋核及ビ同神經根 ノ全部顔面神經根 ヨリ

尾方ニ存スル事ハ龜ニ於ケル特異ノ點ナリト

ス.

 蛇 ノ外 旋核 ハ背 縱束 ノ中央 部 ノ外側 ニ接 在

シ,之 ヨ リ發 生 スル 同神經 根 ハ背縱 束 中ニ進.

入 セザル ヲ以 テ特 徴 トス.同 神 經 外出部 ハ前

縱 溝 ヨ リ側方1.0mmノ 所 ニア リ(Fig. 19).

 蜥蜴 ノ外 旋核 ハ其 ノ位 置蛇 ト同樣 ナ レ ド,

同神經 根 ハ稍 々直 ニシ テ彎 曲少ナ ク前縱 溝 ヨ

リ側 方0.45mmノ 所 ニテ外 山ス(Fig. 25, 26).

  三 叉神經

 龜 ノ三 叉神經 根及 ビ核 ハ他 ノ2種 類 ノモ ノ

ニ比 シ薄 弱 ニ シテ其 ノ中樞部ノ 位 置ハ3者 中

最 モ腹 方 ニ偏在 シ,境 界 溝 ヨリ腹 方 ニ之 ヲ見

ル(Fig. 12).

 就 中三 叉知覺 核 ハ最 モ微 弱 ニ シテ小 ナ リ.

其 ノ位 置 ハ境界 溝 ニ最 モ近接 セ リ(Fig. 12).

 三叉 神經 核 ハ極 メテ第4腦 室 ニ近 ク存 在 シ

境 界溝 ノ腹 側 ニ ア リ.其 ノ細 胞 ハ大 ニ シテ圓

形 ヲ帯 ブ(Fig. 12).

 蛇 ノ三叉 中樞 部 ハ他種 ノモ ノ ニ比 シテ最 モ

強 大 ニ シテ,其 ノ横 斷面 ハ稍 々高 キ三角 形 ヲ

呈 シ,龜 ノモ ノ ニ比 シテ稍 々背側 ニ ア リ.其

ノ一部 ハ境 界溝 ヨリ僅 ニ背 方 ニ達 セ リ(Fig.

19, 20, 21).

 三叉知覺 核 ハ稍 々外側 ニ近 ク存 在 シ,三 叉

運動 核 ハ知覺 核 ノ腹 方 ニ シテ稍 々内 側 ニ ア リ

中等大 ノ細 胞 ヨ リ成 ル.兩 核 ノ位 置 ハ略 ボ境
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界溝 ト外 縁 トノ中央 ニア リ.

 運 動 核 ノ背 側 ヨリ發生 スル運動 根 ハ緻密 ニ

シテ太 キ3, 4條 ノ繊 維束 ヨ リ成 リ,延 髓 腹外

縁 ヨ リ出 ヅ.

 蜥 蜴 ニ於 テ モ三 叉神經 ハ蛇 ノ夫 レノ如 ク著

シク發 育 セ リ.其 ノ中樞 部 ノ横 斷面 ハ稍 々低

キ三 角形 ヲ呈 シ,其 ノ一部 ハ境 界溝 ヨ リ稍 々

背方 ニ蔓 延 セ リ.

 三 叉知覺 根 ハ蛇 ノモ ノニ比 シテ稍 々深 ク進

入 シ,第4腦 室 ト延髓 外縁 トノ間 ノ中央部 ヨ

リ稍 々外 側 ニ アル知覺 核 ニ達 ス(Fig. 28).

 三 叉運 動核 ハ知覺 核 ノ内腹側 ニ ア リ,延 髓

外 縁 ヨリ第4腦 室 ニ僅 カ ニ近接 セ リ.其 ノ細

胞 ハ比 較 的大 ニ シテ多 角 形 ヲ呈 ス(其 ノ長徑

0.02mm).

 此運 動 核 ノ背側 ヨ リ發 生 スル運動 根 ハ2-

4條 ノ繊 維束 ヨリ成 リ,延 髓 腹外縁 ヨ リ出 ヅ

(Fig. 28).

  網 樣 質

 各 種腦 神經 ニ屬ス ル第 二路 ノ繊 維 ハ主 トシ

テ背 縱束 ノ外 側 ニ集合 交錯 シテ網 樣 質 ヲ形成

スルハ 各 種 動 物 ノ所 見 ノ條 下 ニ述 ベ シ處ナ

リ.今 此 第 二路 ノ主 ナ ルモ ノ ヲ擧 ゲ ンニ(1)

迷 走知覺 核 ヨリ出 ヅル モノ就 中Fasciculus

solitario-spinalis(2)前 庭及 ビ蝸 牛殻神 經 ノ

諸 核 ヨ リ發 生 スル モ ノ,(3)三 叉知覺 核 ヨ リ

發 生 スル モノ等 ア リ.

 龜 ニ於 テ ハ此第 二路 ノ發 育 ハ極 メテ微 弱 ニ

シテ尾 方 ノ切 片 ニ於 テハ迷 走神經 根 ノ進 入 セ

ル高 サ ニテ背側 大細 胞核 ヨ リ出發 シ,背 縱 束

ノ 中央部 ニ進 入 シ,縫 線 ニ達 セル蝸 牛殻 神經

第 二路 ガ著 明 ニ現 ルノ ミ.

 茲 ニ龜 ニ於 テ特 ニ注 目ス可 キ點 ハ,背 側 大

細 胞核 ヨ リ出 ヅル第 二路 ガ遙 ニ背 方 ニ於 テ背

腹兩 種 弓 形繊 維束 ニ分 岐 スル ニ ア リ.即 チ他

種 動 物 ニ於 テハ 同路 ハ網樣 質 ニ進 入 スル直前

ニ分岐 ス レ ドモ,龜 ニ於 テ ハ弧束 ノ背側 ニ於

テ分岐 スル ヲ異 ナ リ トス(Fig. 10. Fasc.

arc. v).

 顔 面運動 根 ハ此 部 ノ高 サ ニ存在 シ,聽 神經

前 根 ノ第 二路 モ著 明 ニ出現 セル モ其 ノ分量 ハ

他 種 ノモ ノニ比 シテ甚 ダ僅少 ナ リ(Fig. 11).

 網樣 質 ハ他 種 ノモ ノニ比 シテ著 シク狭 小 ニ

シテ僅 ニ腔灰 白質 ヨ リ大 ナ ルニ過 ギズ.

 三 叉運動 根 ノ高 サ ニ於 テ ハ同神 經第 二 路及

ビVIII對 前根 ノ第二 路 ノ繊維 存 在 セルモ發

育 微 弱 ナ リ(Fig. 12).

 蛇 ニ於 テハ迷 走 神經 根 ノ高 サ ニ於 テハ弧 束

ノ内 側 ヨ リ發 生 スル 同神經 第二 路 ノ繊 維 アル

モ,其 ノ進 路不 明 ナ リ.同 神經 運動 根 モ此 高

サ ニ現 出 セ リ.

 内 方 ヨ リ來 ル多數 ノ白連合 ノ繊 維 ハ此部 ノ

網 樣 質 ニ放 散 セ リ.此 部 ハ三 角形 ノ特 別部 ト

ナ リテ現 ル.

 聽 神經 後根 ノ高 サ ニ於 テ ハ聽 神經 中樞 部 ノ

領 域 ハ甚 ダ大 ニ シテ他 種 ノモ ノニ比 シ遙 ニ發

育 セ リ.

 Deiters氏 背核 部 ヨリ發 生 スル第 二路ハ 腔

灰 白質 ノ外 側 ヲ繞 リ.其 ノ一部 ハ背縱 束 ノ背

端 部 ニ進 入 シ,一 部 ハ網樣 質 ヲ貫 通 シテ背縱

束 ノ腹方 ヨリ縫 線 ニ進 ム.前 者 ハ背側 弓 形繊

維 ニ シテ,後 者 ハ腹側 弓 形繊維 ナ リ.

 聽神 經前 根 及 ビ顔面 運動 根 ノ出現 スル高 サ

ニ於 テ ハ背 方 ロ リVIII對 後根 第 二路 ノ繊 維

ガ網様 質 中ニ進 入 セル ノ他 ニ同神 經前 根 ノ第

二路 モ著 明 ニ出現 セ リ.
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 三 叉運動 根及 ビ知覺 根 ノ高 サ ニ於 テ ハ聽神

経前 後 兩根 ノ第 二路 ノ他 ニ,三 叉知 覺根 ノ第

二 路 ア リ.是 レ聽神經 前根 ノ第二 路 ノ腹側 ヲ

之 ト竝行 シテ走 リ大束 トナ リテ背縦 束 ノ外 側

ニ沿 ヒ上 行 スルハ既 ニ述 ベタ ル如 シ ト雖 モ,

龜 ニ比 シテ著 シク緻 密 ナル繊維束 トナ ツテ現

ルル ヲ異 ナ リ トス(Fig. 12).

 蜥 蜴 ニ於 テ モ迷 走神經 ノ高 サ ニテ背 方 ノ弧

束附 近 ヨ リ起 リ網様 質 中 ヲ經 テ背縦 束 ノ中央

部 ニ入 ル繊 維 アル モ,龜 ノモ ノノ如ク明瞭 ナ

ラズ.迷 走 運動 根 ハ此部 ニ存在 ス ト雖 モ,網

樣質 ノ内背部 ハ蛇 ノ如 ク三角 形 ヲ呈 セズ.且

其 ノ境 界モ 明瞭 ナ ラズ(Fig. 23, 25).

 聽神經 後根及 ビ舌咽神 經 ノ高サ ニ於 テハ,

Deiters氏 背核附近 ヨリ起 ル後根 第二路ハ 殆

ド全 部密束 トシテ弧束 ノ外 側 ヨリ網 樣質 ニ入

ル.共 ノ一 部 ハ背縦束 ノ背端 ニ近 ク走行 セル

モノ ニ シテ即 チFibrae arcuatae dorsalis

ナ リ.他 ノ一部 ハ網 樣 質 ヲ貫 キ背 縦 束 ノ腹

方 ヨ リ縫線 ニ進 メル モ ノニ シテ 即 チFibrae

arcuatae ventralisナ リ.

 Fasciculus solitario-spinalisハ 背 側 弓形

繊維 ノ一部 トナ リテ腔灰 白質 ノ腹側 ヲ走 リ,

網 樣質 ヲ經 テ背 縦束 ノ背端 中 ニ入 ル モ他 種 ノ

モ ノノ如 ク著 明 ナ ラズ.

 聽 神 經 前 根 ノ第 二路 ハ稍 々著 明 ニ現 出 セ

リ.此 高 サニ於 テ既 ニ三叉 知覺根 ノ第 二路 ヲ

見 ル(Fig. 27).

 三叉運 動 根 ノ高 サ ニ於テ ハ既 ニ聽神經 及 ビ

三叉神經 ノ第 二路 ハ大部分 不明 トナ レリ.蜥

蜴 ニ於 テ特 異 ナル ハ背 側大細 胞核 ガ殊 ニ著 明

ニ現 出 シ,之 ヨリ出發 スル第 二路 モ著 シク濃

厚緻密 ニ シテ網樣 質 中ニ獨 存 スルガ如 キ状 ヲ

呈 スル ニ ア リ(Fig. 28).

  背縦 束

 同束 ハ龜 及 ビ蛇 ニ於 テハ第4腦 室内 ニ突 出

ス ル事極 メテ僅 カナ レ ドモ,蜥 蜴 ニ ア リテ ハ

著 シク突 出 セ リ(Fig.各 種 參照).

  正 中管

 龜 ニ於 テ ハ正 中管 ノ背壁 ハ舌 下神 經根 出現

ヨリ口方21枚 目 ノ切 片 ニ於 テ消 失 シテ正 中

管 ハ菱形窩 トナル ヲ見 ル.聽 神經 前 後 兩根 ノ

存 在部 ニテ ハ窩 ノ廣 サ ハ1.6mm,深 サ1.0mm,

延髓 他部 ノ厚 サハ1.4mmニ シテ窩 ノ大 サ ニ

比 シテ著 シク菲 薄 ナ リ(Fig. 10).

 蛇 ニ ア リテハ 舌下 神經根 ノ 出現 スル後53

枚 目(1.59mm)口 方 ノ切 片 ニ テ正 中管 ノ背壁

消 失 スル ヲ見 ル.

 聽神經 出現 ノ高 サニ於 テ(Fig. 19).菱 形

窩 ノ廣 サ0.3mm,深サ0.5mm,延 髓 背隆起

ノ幅1.15mm,延 髓 他部 ノ幅 ハ1.8mmニ シ

テ厚 ク之 ニ比 シ菱 形窩 ハ著 シク小 ナ リ.

 蜥蜴 ニア リテハ 舌 下 神 經 根 出 現 後32枚

(0.96mm,口 方 ノ切 片 ニ於 テ正 中管背壁 消 失

スル ヲ見 ル.

 聽神經 根 出現 ノ高サ ニ於 テ:

 窩 ノ廣 サ0.2mm,窩 ノ深 サ0.5mm,延 髓

背隆起 ノ幅0.8mm,延 髓 他部 厚 サ1.2mm,

即 チ龜 ト蛇 トノ中間 ノ状 ヲ呈 ス(Fig. 26).

 Calamus scriptoriusヨ リ口方 ト尾 方 トノ

長 サ ヲ各種 ニ就 キ比較 ス レバ:

延髓ノ 全長延髓尾方端ヨリCal. script.マデ Cal. script.ヨリ滑車核
マデ

龜 7.35mm 0.735mm (10/100) 6.615mm (90/100)

蛇 3.8mm 1.53mm (25/100) 2.28mm (75/100)

蜥蝪 2.88mm 0.96mm (30/100) 1.92mm (70/100)

  括弧内ハ延髓 ノ長サニ對スル百分比ナ リ.
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小腦

龜ニ於テハ屋核ノ發育非常ニ著明ニシテ遙

ニ他 種 ノ モ ノ ニ勝 レリ(Fig. 13).

第6章 結 論

 以上 ノ所見 ニ基 キ3種 材料 ニ就 キテ其 ノ相

違 點 ヲ摘録 ス レバ 次 ノ如 シ.

1) 體 重100ニ對 スル腦量 ハ

 蜥蜴 最 モ重 ク シテ1.1705%

 蛇 ハ之 ニ次 ギ テ0.1354%

 龜 ハ最 モ輕 ク僅 ニ0.05507%ヲ 算 ス.

 2) 延髓 ノ屈 曲 セル度 ハ蜥 蜴 ニ於 テ特 ニ強

ク爲 メニ其 ノ腹側縁 ガ脊髓 ノ長 軸 トノ間 ニ作

レル角 ハ112° ヲ示 シ,蛇 ハ稍 々弱 ク シテ135°

ヲ示 ス.而 シテ龜 ハ最 モ直線 ニ近 ク其 ノ角 度

ハ152° ヲ表 ハセ リ.

 3) 蜥 蜴 ニ ア リテ其 ノ小腦 ハ背 方 ニ飜 轉 シ

テ他 ノ腦 部分 ニ對 シテ鉛 直位 トナ ル.蛇 及 ビ

龜 ニ ア リテ ハ水平 位 ニ尾方 ヘ延 ブ.

 4) 延髓 ノ尾 方部 ニ於 テ其 ノ後 索 ハ蜥 蜴 ニ

ア リテハ左右後 角間 ヘ深 ク嵌 入 スルル モ其 ノ

嵌 入 ガ蛇 及ビ 龜 ニ ア リテハ遙 ニ淺 ク殊 ニ龜 ニ

於 テ最 モ淺 ク,蝮 蛇 ニ ア リテ ハ殆 ド嵌 入 ヲ見

ズ.

 5) 舌下 神經核 ハ蛇 及 ビ蜥 蜴 ニ ア リテ ハ明

瞭 ニ限 局サ レタル細胞 群 トシテ現出 スル モ,

龜 ニ ア リテ ハ極 メテ不 明瞭 ナ リ.而 シテ其 ノ

位 置 ハ蛇 ニア リテハ前 角 ヨ リ離 レテ腔 灰 白質

ヲ腹外 方 ニ存在 シ而 シテ蜥 蜴 ニ於ケ ル ヨ リモ

遙 カ 口方 ニ迄 延長 シテ存 在 ス.蜥 蜴 ニア リテ

ハ前 角 ノ背端 ニ シテ内 方部 ニ存 在 ス.

6) 舌咽神 經 ノ知覺 根 竝 ニ運動根 ハ龜 ニ ア

リテハ同 一 ノ高 サ ニ存 在 スル モ蜥 蜴 及 ビ蛇 ニ

ア リテハ其 ノ知覺 根 ハ運 動根 ヨリモ稍 々尾 方

ニ存在 ス.聽 神經 領域 ハ蜥蜴 ニ ア リテハ特 ニ

良 ク發達 スル モ,蛇 ニ ア リテ ハ比 較 的退歩 セ

リ.

 7) 顔 面神 經 ニ テハ其知覺 根 ハ蛇 及 ビ蜥 蜴

ニア リテ ハ其運動根 ヨ リ約0.12乃 至0.15mm

尾方 ニ在 ルモ,龜 ニア リテハ同高 ニ在 リ.

 顔面 運動 核 ハ蛇 及 ビ蜥 蜴 ニア リテハ 自己固

有 ノ核 ニ分 化發達 セル モ龜 ニ於 テ ハ然 ラズ シ

テ其 ノ背側核 ト腹 側核 ハ互 ニ相連 ナ リ就 中其

ノ背側 核ハXI., X., IX,及 ビVII.對 神 經 ノ

運動 核柱 ノ口方部 分 ヲ成 ス.

 8) 外 旋核 及 ビ根 ハ龜 ニ於 テ ハ蛇 及 ビ蜥 蜴

ニ於 クル ト異 ナ リ,顔 面核 竝 ニ根 ヨリ遙 ニ尾

方 ニ存 ス.

 9) 三叉 神經 中樞 ノ發育 ハ蛇 ニ於 テ最 大 ニ

シテ蜥 蜴 ノモノハ僅 ニ之 ニ劣 リ龜 ノモ ノハ最

モ幽微 ナ リ.其 ノ運動 核 ハ龜 ニ ア リテハ腔灰

白質 ニ接近 シ,蜥 蜴 ノモノハ稍 々之 ヲ遠 ザ カ

リ,蛇 ノモノハ最 モ離在 セ リ.

  終 リニ臨 ミ恩師上坂名誉教授竝ニ八木 田教授

 ノ御懇篤ナル御指導 ト御校閲 トニ對 シ深甚ナル

 謝意 ヲ表ス.
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附 圖 説 明

Fig. 1. 水亀Geoclemys reevessiノ 腦 髓背 面 寫

  眞 圖(自 然 大)

Fig. 2. 黒蛇Elaphe quadrivirgata atraノ 腦 髓

 背 面寫 眞 圖(自 然大)

Fig. 3. 蜥蝪Eumeces latiscutatusノ腦 髓 背面

  寫 眞圖(自 然 大)

Fig. 4. 水 龜腦髓 縦 斷 面 圖(正 中線 ヨ リ僅 ニ側方

  部)

Fig. 5. 青 大將(蛇)ノ 腦 髓縦 斷面 圖(同 上)

Fig. 6. 蜥蝪腦 髓縦 斷面 圖(同 上)

  以 上3箇 圖 ヲ通 ジテ Olfact.=嗅 葉 部

 Vorderhirn=前 腦 (Chias.=視 神 經 交又

 Tect. opt.=視 蓋 Cerebell.=小 腦

 Oblong.=延 髓

Fig. 7.水 龜延 髓尾 方 部ノ 横斷 面,舌 下神 經 根

  (N. XII.)ヲ 示 ス.

 F.l.d.=背 縦 束 Fibr.arc. ext.=外 側 弓

 状繊 維

Fig. 8.水 龜延 髓 尾方 部 横斷面(前 圖)ヨ リ46

  枚 切片 前頭 方 部).迷 走 知覺 根(N.X.s.及 ビ

  運 動根(N.X.m.)ヲ 示 ス.

 Fasc. sol.=弧 束

Fig. 9. 同 上(前 圖 ヨ リ25枚 切片 前頭方 部).

  舌 咽知覺 根(F.IX.s.)及 ビ運 動根(N.IX.m.)
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  竝 ニ弧 束(Fasc.solitsr.)ヲ 示 ス.

 Nu. mag. dors.=背 側大細 胞 核.

Fig. 10.水 龜延 髓 中央 部横 斷面. (前 圖 ヨ リ26

 枚 切 片 前頭 方 部).聽 神 經前根(N. VIII. a.)

 及 ビ後 根(N. VIII. P.)竝 ニ外旋 神 經根(N.

  VI.)ヲ 示 ス.

 Fib. a c. v.=腹 側弓 状 繊維

 Fib. a c. d.=背 側弓 状繊 維

 Fasc. sol. sp.=Fasciculus solitario-spinalis.

 Nu. VI.=外 旋核

 Ol. sup.=上 橄 欖 Cereb.=小 腦

Fig. 11. 同 上(前 圖 ヨ リ14枚 切片 前頭 方 部)顔

  面 知覺 根(N. VII. sens)及 ビ運 動根(N. VII.

  m.)ヲ 示 ス.

 Nu. m. X.=迷 走運 動核

Fig. 12.同 上(前 圖 ヨ リ13枚 切 片 前頭方 部)三

  又 知覺 根(N. V. s.)及 ビ運 動根(N. V. m.)竝

  ニ知覺 核(Nu. V. s.)及 ビ運 動核(Nu. V. m.)

  ヲ示 ス.

Fig. 13.水 龜延 髓 前頭 方 部横 斷面(前 圏 ヨ リ31

  枚切 片 前頭 方 部).屋 核(Dackkern)ヲ 示 ス.

Fig. 14.同 上 最前頭 方 部 横斷面(前 圖 ヨ リ28枚

  切 片 前頭方 部).滑 車根 繊維 及 ビ核(F. N. IV.

  u. Nu. IV.)竝 ニ三 又 中腦 根(Rad. mes. V.)ヲ

  示 ス.

 Aquad. Sylvii=「 ジル ヴヰ」氏 導 水管

 Tect. opt.=視 蓋

Fig. 15.黒 蛇 延髓 ノ尾方 部横 斷面. 舌 下 神經 根

  (N.XII.)及 ビ核(Nu. XII.)ヲ示 ス.

 Ol. inf.=下 橄欖 N. XI.=XI對(副)神 經 根

 Hinterstrang=後 索

Fig. 16.同 上 ノ切 片 ヲ擴 大シ テ舌 下 核(Nu. XII.)

  ヲ示 ス.

 F. l. d.=背 縦 束

Fig. 17.同 上稍 々前 頭方 部 横斷面.(前 圖 ヨ リ28

  枚 切片 前 頭方 部).迷 走 知覺 根(N. X. s.)及 ビ

  弧束(Fasc. sol.)ヲ 示 ス.Rad. V. des=三 又

  神 經下 降根

Fig. 18.同 上 尚ホ 前頭方 部 横斷面.(前 圖 ヨ リ11

  枚 切片 前頭 方 部).聽 神經 後根(N. VIII p.),

  舌 咽知覺 根(N. IX. s.)及 ビ弧束 脊 髓繊 維(Fasc,

  solitario-spinalis), Fovea rhomb.=菱 形 窩

Fig. 19.同 上(前 圖 ヨリ13枚 切片 前頭 方 部).聽

  神 經前根(N. VIII. a.)及 ビ後根(N. VIII. P.),

  顔面 運 動根(N. VII. m.),外 旋神 經 根(N. VI.)

  竝 ニ核(Nu. VI.),顔 面背 核(Nu. VII. d.)及

  ビ腹 核(Nu. VII. v.)ヲ 示 ス.

 Nu. Deitersi=「 ダ イテル ス」氏核

 W.W.=聽 神經 繊維 ガ尾方 ヘ方 向轉 換 セル爲 メ

 ニ生 ゼ ル屈 曲部 ノ並列 ヲ示 ス.

Fig. 20.黒 蛇延 髓 中央 部 横斷面.(前 圖 ヨ リ13枚

  切 片 前頭方 部).三 又 知覺 根(N. V. sens.),同

  核(Nu. V. sens.)及 ビ同運 動根(N. V. m.)ヲ

  示 ス.

Fig. 21. 同 上(前 圖 ヨ リ7枚 切片 前頭 方 部).三

  又 知覺 根(N. V. sens.)竝 ニ同 核(Nu. V. sens.),

  同 運 動根(N. V. mot.)竝 ニ同核(Nu. V. mot)

  及 ビ三 又知覺 第 二次繊 維(F. V. 2.)ヲ 示 ス.

Fig. 22.同 上 最前 頭方 部 横斷 面.(前 圖 ヨリ33枚

  切片 前頭 方 部).滑 車神 經交 又(Decuss. N.

  IV.),滑 車核(Nu. IV)及 ビ三 又 中腦 根(Rad.

  mes. V.)ヲ 示 ス.

Fig. 23.蜥 蝪 ノ延髓 尾方 部横斷 面 ノ 擴大 圖 ニ シ

  テ舌 下根 及 ビ核(N. XII. u. Nu. XII.)ヲ 示

   ス.

Fig. 24.蜥 蝪 ノ延髓(前 圖 ヨ リ僅 ニ前 頭方 部)描

  寫圖 半 定 型的 ニ シテ 迷走 運 動根(N. X. m.)

   ヲ示 ス.

 N. VIII. a.=聽 神 經前根

 N. VIII. P.=聽 神 經後 根
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Fig. 25.同 上.舌 咽 知覺 根(N.IX. sens.)ノ經 路

  及 ビ弧 束(Fasc. sol.)ヲ 示 ス.

 R. V. des.=三 又 下 降根

 Nu. V. sens.=三 又 知覺 核

 Ol. sup.=上 橄 欖 N. VI.=外 旋 神經 根

Fig. 26.蜥 蜴 ノ延 髓 中央 部(前 圖 ヨリ6枚 切片 前

頭方 部)横 斷 面.

 N. VIII. P.=聽 神 經後 根

 N. IX. m.=舌 咽 運動 根

 Nu. VII. d.=顔 面 背 側核

 Nu. VII. V.=顔 面腹 側 核

Fig. 27.蜥 蜴 ノ延 髓中央 部(前圖 ヨ リ9枚 切 片 前

  頭方 部)横 斷 面 擴 大圖.顔 面 知覺 根(N. VII.

  s.)ガ聽 神 經 前根(N. VIII. ant.)ノ 腹側 ニ現

  出 ス ル經路 ヲ示 ス. (諸 他 著者 ノ報 告 ト一 致

  セ ザ ル處).

Fig. 28.同 上(前 圖 ヨリ8枚 切片 前 頭方 部).

 N. V. s.=三 又 知覺 根 N. V. m.=三 又 運動 根

 Nu. V. s.=三 又 知覺 核Nu. V. m.=三 又運 動 核

 Nu. mag. d.=聽神 經 背 側大細 胞核

 F. V. c.=小腦ヘ 行 ク三又 神 經繊 維

 F.x.=性 質 不詳 ナ ル繊 維

  以下3箇 圖 ハ切 片 枚數 ヲmmニ 換算 シテ各運

 動核 及 ビ爾他1, 2顯 著 ナル者 ヲ幾 何學 的圖 式 曲

 線圖Diagrammト シテ示 セル モ ノナ リ.

Fig. 29. a.及 ビb.龜 ノ延 髓ノ 曲 線 圖

Fig. 30.蛇 ノ延 髓ノ 曲線 圖

Fig. 31.蜥 蜴 ノ延髓 ノ曲線 圖

 Calamus scriptorius.↓=菱 形 窩尾 方 端

 Fasc. solit.=弧 束 III.=動 眼核 及 ビ根

 IV.=滑 車 核及 ビ根 V.=三 又核 及 ビ根

 VI.=外 旋 核 及 ビ根

 VII. d. u. VII. v.=顔 面 背核及 ビ腹核

 VII.=顔 面 神 經根 VIII. a.=聽 神經 前根

 VIII. p.=聽 神經 後根IX.=舌 咽 核

 X=迷 走核 XI.=副 神經 核

 XII.=舌 下核 Nu. V. s.=三 叉 知覺 核
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Fig. 1. Fig. 2. Fig. 3.

Fig. 4. Fig. 5. Fig. 6.

Fig. 7. Fig. 8.

Fig. 9. Fig. 10.
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Fig. 11. Fig. 12.

Fig. 13. Fig. 14.

Fig. 15. Fig. 16.
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Fig. 17. Fig. 18.

Fig. 19. Fig. 20.

Fig. 21. Fig. 22.
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Fig. 23. Fig. 24.

Fig. 25. Fig. 26.

Fig. 27. Fig. 28.
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Fig. 29. a (Schildkrote I)

Fig. 29. b. (Schildkrote II)

Fig. 30. (Schlange)

Fig. 3l. (Eidechse)


